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ICU ALUMNI NEWS特集

アラムナイニュースの
歩みを辿る
大学の同窓会報は時代とともにその姿も内容も変遷を遂げてきた。
キャンパスのアラムナイハウスと大学図書館内のICUアーカイブズに行けば、過去の会報を閲覧できる。
そこには、献学からの大学の歩み、同窓会運営の苦労、大学を揺るがした時代の流れ、
同窓生の意識に反映された社会の変化などが見てとれる。

文：新村敏雄（本誌）・福本高宏（本誌）・岡本有起（同窓会事務局）
写真：福本高宏・岡本有起

初めての同窓会報が発行されたのは

1958年の冬、クリスマスを目前に控

えた頃のことだ。前年に卒業した第1

期生、その年に卒業した第2期生らに

よって組織された同窓会によるこの刊

行物は、湯浅八郎初代学長のメッセー

ジ、同窓生からの寄稿、そして同窓会

の設立過程や選出された役員名などを

報告する記事から成る。A5判4面で

文章はすべて英語。翌年にも同様の体

裁で発行されている。

その後、少し期間を空けて、形式や

内容を異にする会報が1962年に冊子

体で登場する。新たな第1号の巻頭記

事は「同窓会の再建にあたって」。新

会長による「正直にいって今迄の同窓

会の活動が十分でなかったことは、認

めざるを得ません。（中略）同窓会会

則の目的にある『会員相互の親睦を篤

くし、建学の精神を堅持し、国際基督

教大学の発展に寄与すること』とは遠

く、会員相互の親睦の基礎となる会報

等も、殆んど発行されなかったようで

す」という文章からは、創成期の混乱

と苦労が窺える。

以降「募金募集のための“バザー”

ひらく」（1962年10月）「同窓会主催

歌舞伎観劇会」（1963年3月）「同窓

会運営軌道に　まず組織づくりに全

力」（1965年6月）などがトップ記事

に並ぶ。先人たちが同窓会を形にする

ために、試行錯誤しながらさまざまな

試みを行っていたことがよくわかる。

大学紛争を反映した時期も

こののち時代を反映し、会報の記事

内容が一変することになる。大学紛争

だ。「鉄柵と検問所、戒厳令下の授業

再開」（1967年9月）「六・一四反戦

デモ行われる　教職員・学生四百人が

参加」（1968年8月）「座談会　大学

はいかに再建されたか　在校生に聞

く」（1969年1月）「能研処分白紙撤

回へ！　再び火を吹いた能研斗争、大

衆団交で三項目要求を貫徹」（同4月）、

そしてそれらを総括する形で同年12

月に「ICUの現況を考える　ICU問題

をめぐる特別レポート」が発行される

と、この一連の流れに終止符が打たれ

た。

第1期生で同窓会活動にも理解の深

い金澤正剛名誉教授は、この頃につい

て「卒業した翌年に渡米したため同窓

会ができたことを知ったのは随分と後

のことだったが、ちょうど紛争時代だ

ったため、会報を受け取ったのも8年

後の帰国後すぐではなくさらに後のこ

とで、それがいつのことであったかも

覚えていない」と回想する。

アラムナイニュースの
まさに源流。『マタイ
による福音書』の有名
な一節が見える

3 年の空白期間ののち、
内容を一新して発行され
た新たな第 1 号

1958

1962
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文：新村敏雄（本誌）・福本高宏（本誌）・岡本有起（同窓会事務局）
写真：福本高宏・岡本有起

同窓会らしさある内容に

1970年秋からタイトルがTHE ICU 

ALUMNIになり、判型や内容も大き

く変わった。「同窓会ホーム・カミン

グ　パイプ・オルガン演奏会」（1971

年春）「3月7日ホーム・カミング　参

加者300名余　盛況でした」（同夏）

「6月11日　ホーム・カミング“みど

りかがやくむさしの”へぜひ」（1972

年春）「総会・ホームカミング報告」

（1972年秋）「第17期卒業生、教養学

部219人、大学院23人を送る卒業式は、

3月21日におこなわれました」（1973

年春）と、和やかな雰囲気の特集が並

ぶ。

この頃からは体裁も内容も概ね安定

し、特集やトップ記事にも「総会」「役

員改選」「同窓会組織」「会員名簿」

「賀詞交換会」といった活動報告につ

いての言葉が多く並ぶようになる。時

には「サヨナラ・ゴルフコンペ　三月

でゴルフ場閉鎖　同窓会がコンペを主

催」（1975年2月）などICUならでは

の記事もあるほか、資金集めにも尽力

していた様子で「第２回グランドバザ

ー　品ぞろえに万全期す　福引券で豪

華景品当てよう」（1976年3月）「同

窓会基金充実にご協力を　現在高四百

六十万円　低金利時代に増額困難」

（1978年12月）といった記事も見える。

1985年9月発行号でICU ALUMNI

となり、基本コンセプトはそのままに、

記事のバリエーションが豊富になって

いく。宇宙飛行士の秋山豊寛さん（10）、

直木賞作家の高村薫さん（20 ID76）

はじめICU出身の著名人が誌面に取り

上げられる機会も増加。1997年8月

発行の87号からはオールカラーにな

り、見やすさも増した。

スタイルが大きな変貌遂げる

大学創立50周年を間近に控えた頃、

同窓会報にも大きな転機が訪れる。最

初の動きが1999年4月発行のAlumni 

News 92号だ。タイトルやロゴが変

わったうえ、それまでの新聞型から

A4の冊子体16ページと形態も大きく

変貌を遂げた。92号「明日のICUを考

える　新たな50年に向けて」を皮切

りに「アラムナイハウスオープン記念

号　同窓会活動の拠点　会員の憩いと

交流の場に」（2001年4月）「同窓会

会長がICUの理事に　大学との関係に

新次元」（2001年10月）など、この

形態では合計7号が発行された。

さらなる変化が2002年10月に起こ

る。この号から現在のタブロイド判に

なり、ビジュアルにさらに力を入れる

ようになる。この一連の大きな広報変

革について、1998年から2002年まで

同窓会長を務めた石塚雅彦さん（7）

はこう振り返る。「この頃は同窓会に

とって広報というものの存在感あるい

は重要性の認識が希薄だったように記

憶している。従前の会報は数ページの

地味なものだった。インターネットが

普及し始めた頃だったが、デジタル世

界というにはほど遠い時代。同窓会が

WEBサイトを持ち、オンラインで活

発な広報活動をするようになったのも

ずっと後になってから。そんな中、当

時の同窓会の広報活動にとって革命

的だったのは、今のように大判でビ

ジュアル重視のALUMNI NEWSが始

まったことだった」。この証言からも、

2000年前後が同窓会にとってひとつ

の広報革命の時代であったことが見て

取れる。以降、記事の内容には変化が

あるものの、この形で現在に至る。

ひとくちに同窓会報といっても、時

代とともに多くの変遷を経てきたアラ

ムナイニュース。同窓会が事務局を大

学に委託するなど在り方を変えて1年

が経とうとしているいま、同窓会報の

在り方もまた転換点にきているのかも

しれない。だが時代とともにその形態

や内容は変わろうとも、大学と同窓生

を結び、同窓生同士をつなぐかけがえ

のないメディアであることは疑いない。

最後に金澤先生から寄せられたメッ

セージを掲載し、本項を閉じたいと

思う。「献学70年というICUにとって、

会報が果たす役目は重要だと思う。一

期生の私にとっては、最近のICU の

動向を理解するのに欠かせない情報を

送ってくれる。一方、過去の歴史を最

近の学生などに伝える重要な情報源で

あると思う。今後も大いに期待して止

まない」

この号で大学紛争関連の記事にはひと区切りがつき、その後はほぼ姿を消す

将来基金確保と自然保護を目的に都に売却
した ICU ゴルフ場は「ラヴァーズ・レイン」
として数多くのカップルを生んだとか

湯浅初代学長についての記事
はしばしば見られ、敬愛され
ていたことがよくわかる1969

1975

1981
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学生のころから同窓会に携わってき

た森宗さん。社会人になっても精力的

に同窓会活動に取り組んできた。当時

は「仕事」「同窓会」「教会」「プライ

ベート」を生活の4本柱としコミット

していたので、忙しさはまったく苦に

ならなかったそうだ。

森宗さんのときに新聞型から16ペ

ージの冊子版に変更した最大の理由は、

作り手の「手間暇」をできるだけ軽減

するためだったという。「レイアウト

に合わせ行数を細かく調整したり、写

真をはめ込む位置に苦心したりと、慣

れていない人にとっては結構な負担に

なっていた。校正作業も物理的に集ま

ってやる以外に選択肢がなかった」

変えることを可能にしたのが、急速

なパソコンの普及。現在のように、編

集作業に役立つさまざまなソフトやア

プリが簡単に使える時代ではなかった

とはいえ、大幅に作業を効率化できた。

「入稿や校正もメールでできるように

なったし、レイアウトや文字数につ

いても、以前ほど制約はなくなった」。

リニューアルによる情報量の増加で制

作作業がより大変になったかと思いき

や、実は効率化が図れスタッフの負担

が軽減。制作上の敷居が低くなったこ

とで、編集部に参加したいという人も

増えたということだ。

内容面では何をおいても大学創立

50周年にフォーカスを当てた。森

宗さん自身が委員長を務め推進し

て き た「ICU Vision 2050委 員 会」

の活動を通じまとめた大学への提言

「Innovation 2050」。「50周年時に次

の50年を考える。大規模なアンケー

ト調査をかけ、それを踏まえ、さまざ

まな企画、学生たちの知恵や知識の獲

得に繋がるようなアクションを同窓会

から提案しよう」という企図から生ま

れた、数多くのイベントやプログラム

の紹介や報告が誌面に踊る。

「今後アラムナイニュースに期待す

ることは？」の問いには、「大抵の人

は卒業すると、どうしてもICUとの接

点が減ってしまう。多くの場合、自分

からはなかなか情報を取りに行かない

ので、定期的に媒体が届いて現在の

ICUや同窓生について情報が得られる

のはとても貴重なこと。特別な理由が

ないと大学を訪ねたりしないから、ニ

ュースを通じてホームカミングやリユ

ニオンなどを、どんどん呼びかけてい

く。それもただ集まるだけでなく、現

役学生と交流できるなどの仕掛けを作

るなどは望まれていると思う。それか

らキャンパスの変化を伝えることも重

要。『ICU三鷹キャンパスの森』が環

境省の主導する『自然共生サイト』の

認定を受けたこと。『トロイヤー記念

アーツ・サイエンス館（T館）』という

新しいリベラルアーツの学び場ができ

たこと。あるいはかつて教室の扉は外

開きだったのが現在は内開きになって、

その結果廊下がきれいになったこと…

などなど、昔から今にいたるタイムラ

インやストーリーがあると、卒業生に

とっても自分ごとになって熱心に読む

のでは。自分の子や孫を将来ICUに入

れたいと思う人も、さらに増えるか

も」との回答。森宗さんのICUや同窓

会についての思いは限りなく熱く深い。

Special Interview

91号（1998年12月）～ 94号（2000年4月）編集長。
同窓会では大学担当、広報担当など多岐にわたっ
て活躍。株式会社電通コーポレートワン執行役員。
現在ICUの理事も務める。

MORIMUNE, Hidetoshi

森宗秀敏さん
（32 ID88）

2000年前後、『アラムナイニュース』の大きな転換期に編集長を務めた森宗秀敏さん（32 ID88）、加藤陽之さん（31 ID87）、
そして現在本誌のアートディレクションを担当する佐野久美子さん（44 ID00）に取材させていただいた。

ICU卒業生の佃隆（2000年卒）とパートナーの佃美香が1993年より運営しており、毎年1万人以上の
方が通院されています。三鷹駅南口徒歩1分の当院では、姿勢のゆがみと症状の関連性を見極めるカイロ
プラクティック検査を行い、症状の原因を特定し症状を改善していきます。お気軽に来院ください。

「ICUアラムナイニュースを見て・・・」とお電話ください。

〒181-0013 東京都三鷹市下連雀3-24-7 平嶺ビル301号室

0800-888-4270tel

http://mitaka-chiro.comweb

ファミリーカイロプラクティック三鷹院

How to Graduate from ICU in Good Health
ICUに入学したのはよいものの、体調に難がある学生さんがICUを健康的に卒業するには多くの工夫が必要であることを、日々の臨床で感じております。こんにちは、
私は2000年にICUを卒業し、三鷹でカイロプラクティック院を開き、これまでに数百名のICU現役学生さんの健康サポートをしてきております。
ICUの卒業、学士取得には累計130単位（卒業研究含む）が基本で、日本の大学では単位は「1単位＝標準45時間の学修（授業＋予習復習）」を前提に科目設計されて
います。ただ、一般的ICU生の予習復習にかける集中度があまりもの密で、学問的好奇心がある場合は最低要件の単位を大幅に超えて履修することも多いです。
続いて、ICU生の図書館利用は国内でも活発で学生1人あたり年間貸出32冊（電子書籍は含まず）という数字は卒業生の一人としても誇らしい一方、貸出書籍に
加えて指定教科書、どの授業でも必須となったノートPCを一緒に持つと一般ビジネスパースンのバッグよりも重くなります。
そもそも、体重の10～15％を超える荷重は姿勢を悪化させ、腰や肩への痛みのリスクが高まります。体調に不安がある場合は10％以内を目安に、当日の学修で使う
章だけを携行したり、キャリーケースを使い、学内ロッカーを使用することをお勧めします。ICUには1年間で1,000円で借りることのできるロッカーが、学食2階とD館内に
多数用意されており、空きがあります。ただ学生の感覚からすると、頑張ればこれぐらいの荷物を持てる、1,000円先払いすることに抵抗があるようです。地方から親御さんが
カウンセリングに付き添われて当院までいらして、そこでようやくロッカーの存在を知るというケースも多々ありますので、付記しておきます。
親御さんによる睡眠や栄養のサポートに加え、体への物理的負担を軽減させてあげることで質を落とさず体も守る。このバランス設計こそ、知的好奇心に満ち溢れた
お子様の学びの満足度を維持しつつ、健康的にICUを卒業する近道です。今回の情報がICUを健康的に卒業するための一助になりましたら幸いです。

第3話佃隆の「 I Chiropractic U 」

大学創立50周年記念特集号のこの第92号で大幅
リニューアル。右の誌面にある「ビジネスコンボ
ケーション」は森宗さん自身の企画



04 05

編集長就任以前は同窓会活動に参加

しておらず理解も薄かったので、自分

でよいのかとも思ったそうだが、その

時の自身のポリシーを「風が来たら乗

る、頼まれたら断らない」としていた

ことと、ある種、外部目線だからこそ

見えてくることもあるだろうという考

えから、重責を引き受けることにした

佐野さんとアラムナイニュースとの

出会いは独特だ。デザイン事務所の先

輩の山口晴子さん（40 ID96）が当時

のアートディレクターだったが、商業

誌でもないのにビジュアルがあまりに

カッコよかったため「手伝いたい」と

申し出たのが始まりで、その結果単な

る手伝いではなく、アートディレクタ

ー自体を118号から引き継ぐことにな

った。以来、アラムナイニュースのビ

ジュアルを一身に背負っている。

携わる以前は同窓会活動には参加し

ておらず、周囲にもICU出身者は少な

かったという佐野さんだが、本誌を通

じ数多くの素晴らしい出会いがあった

という。「編集者とともに卒業生の取

材に同行したり、ICU出身のカメラマ

ンやアーティストとともにページを作

ったりと、アラムナイニュースを通じ

という。

2002年当時、同窓会には活動自体

が活性化していない、特に若い世代の

関心が低いという問題意識があった。

加藤さんは若い世代が手に取りやすい

ようにと判型を大きくタブロイド判と

し、写真やデザインなどビジュアル面

を強調した誌面に変える、大幅なリニ

ューアルに着手する。

方向性としては「ICUは目的を明確

に大学名に記していることが特長な

ので、『インターナショナル』『キリ

スト教』『リベラルアーツ』の3つを

基本テーマに据えた。また『親子とも

ICU』というケースが見られるように

なってきた時期なので、世代を超えて

共有・対話できる内容を意識した。さ

らに当時はアメリカでダイバーシティ

が言われ始めた頃で、ICUは学生数は

少ないけれど多様性に富んでいること

から、できるだけ多くの領域で人物を

ピックアップして、その活躍や横顔を

インタビューでまとめるという企画も

取り入れた」と、インパクトのあるビ

て一流のプロフェッショナルとクオリ

ティの高い仕事ができる満足感は格別

だった」

学生のときは交流がなくとも、「ID00

の同期がこんな活躍をしている」「え、

この人ICUだったんだ」という発見や

驚きも、この仕事を通じて何度も経験

した。さまざまな人たちとアラムナイ

ニュースを通じてつながる。同窓会報

でなければ考えられないことだ。

佐野さんにとってアラムナイニュー

スの最大の魅力は「卒業生で作ってい

る良さ」。スタッフも取材相手も読者

もみんな同窓生なので、本誌のビジュ

アルには、他のデザインの仕事にはな

い特別なこだわりを持っているそうだ。

「建物や景色など、ICUの風景をたく

さん入れたい。そして『懐かしさ』と

『いま』とをバランスよく埋め込みた

い」。目下の悩みは、誌面に「いま」

の部分がやや減ってしまっていること。

「以前は大学の近くに住んでいたので、

自分でもよくキャンパスに写真を撮り

に行っていた。風景以外でも、現役の

学生が登場するなどして、ICUの『い

ジュアルの背後には、綿密に練り上げ

られたコンセプトが横たわっていたこ

とがわかる。「ノスタルジー」「メラン

コリー」も重要なキーワードで、「過

去の重さと未来の約束という2つの側

面を共存させる。懐かしさを感じさせ

ながらも未来志向でいく。言わば過去

と未来を現在に収斂させるという、そ

ういった点も大切にした」とのことだ。

「印象深い記事は？」と聞くと「マ

スメディアに登場する有名人ですら気

軽に取材に応じてくれて、時には自宅

に招き入れてくれたりもした。こんな

ことは普通の取材ではあまりない。皆

ICUのことが本当に好きなんだなと実

感した。なので個々の記事というより

も、取材相手とともに過ごした時間の

ほうが記憶に残っている」との回答が。

「メディアは広場であるべき」と考え

る加藤さんにとって、まさしくそれは

広場で過ごすような和やかな時間だっ

たのだろう。

「このフォーマットになって四半世

紀も経つので、さすがに長いしそろそ

ま』を表現できた。そういうのをもっ

と盛り込んでいければ」と佐野さんは

語る。

最後に、今後アラムナイニュースが

どうあって欲しいかを聞いた。「同窓

会という広いネットワークがあるんだ

ということを、アラムナイニュースを

通じて自分は知った。『卒業生』『同窓

生』というワードで思いもよらずつな

ろ変えてよとも思うが、他方これほど

続いたということは、「器」は間違っ

ていなかったのかな」と笑う加藤さん

だが、今後のアラムナイニュースにつ

いては「昨年から同窓会の運営を大学

に業務委託することになった。大学と

一緒にやっていく部分と、同窓会は同

窓会として確固たるものを維持してい

く部分と、しっかり考える必要はある

と思う。同窓会の在り方とともに、広

報誌の役割も自ずと決まってくるので

は」と、真剣な表情を見せた。

当時の編集部には卒業生で大手出版

社に勤務するプロの編集者もいれば、

現役ICU生の記者も数人いた。「同窓

会やボランティアでは全員が平等であ

るべき、組織もフラットであるべきだ

ということが、自分自身で決めた約束

事だったのにも関わらず、いざ編集作

業に入ると大人げなく学生を怒鳴りつ

けたり……。あの時は本当に申し訳あ

りませんでした。いろいろとすみませ

んでした」。なお、学生編集部員はそ

の後、新聞社、通信社、出版社、映画

会社に就職したり、自分でPR会社を

立ち上げたりと、メディア関係者を多

数輩出。「ささやかながらお手伝いで

きたかも」。濃密で信頼感に溢れた人

間関係であったようだ。

がったり話ができたりする、そういう

ことがいつまでも続くといい。同窓生

には年代が違ってもそれを超える何か

があるので、ある意味、内輪ノリっぽ

いところもあるかも知れないが、そう

いうメディアでいつまでもあり続けて

欲しいと思う」。これからも佐野さん

はビジュアルの力で、昔といま、人と

人とをつないでいく。

第7回 DAY・桜祭り報告 : p.02

新・学長インタビュー : p.04

評議委員報告 : p06

キャンパス物語 : p10
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TEL&FAX : 0422 33 3320
http:www.icualumni.com/
E-mail : aaoffice@icualumni.com

99号（2002年10月）～ 102号（2004年5月）編集
長。50周年記念企画のオープン・レクチャー『リ
ベラル・アーツを通って』での講演がきっかけで
編 集 長 を 頼 ま れ る こ と に。 カ ル チ ャ ー 雑 誌

『STUDIO VOICE』元編集長。

加藤陽之さん （31 ID87）
KATO, Haruyuki

118号（2012年11月）～現在、アートディレクター。
大学では美術史を専攻、卒業後に入社したデザイ
ン事務所の先輩がICU出身でアラムナイニュース
を担当していたことから、本誌に関わることに。

SANO, Kumiko

佐野久美子さん
（44 ID00）

左：それまであまり語られてこなかった「キャンパスの
自然」について、いち早く着目（第100号／ 2003年5月）

右：世代を超えたメディアであることを象徴する記事の
ひとつで、人気を博した（第102号／ 2004年5月）
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進むアーカイブズ化

ICUアーカイブズには膨大な量の資

料が届けられる。いわゆる行政文書か

ら一通の手紙、プリントまでが整理の

対象だ。松山さんは段ボールを一箱一

箱開け、仕分けし、その中から残すも

のと捨てるものを峻別する。

峻別の際には、まさに経験と勘がも

のを言うそうだ。将来、利用者から

「このような資料はないか」と聞かれ

るものはどれか。これは後々必要にな

るんじゃないか。これは取っておいて

も仕方がないのではないか。何がICU

にとって必要で、何が不要か。長年の

経験から勘や判断力が養われていく。

ICUアーカイブズの基本的なデジタ

ル化方針として、優先するのは主に3

つ。まずは大変貴重なもの。例えばI 

CUが最初に大学設置が認められた時

の設置認可証など。2つめは、物とし

て劣化していて、物理的に失われてし

まう可能性があるもの。3つめは写真

など、グラフィカルなもの。「アラム

ナイニュースは2つめの範疇。とりわ

け古いものは、製本するには紙の質的

に難しいし、サイズもまちまちなので、

それについては現物は現物のまま保管

し、スキャンしてデジタル化したデー

タを作ることで保存していく方針を取

っている。電子化したら見たいという

引き合いは高いのではないか」
2026年春には初号から製本できて

いないところまで、すべてPDF化す

る予定。当面は製本版も電子版も、見

るためには図書館に足を運ぶ必要があ

るが、「何年にこういうことがあった

のだけど、そのときの記事はないか」

といった程度の、簡単な質問や要望で

あれば、添付ファイルで送るような個

別対応も場合によっては可能とのこと

だ。

ア
ラ
ム
ナ
イ
ニ
ュ
ー
ス
の
歴
史

翌年春、同形態で2号目を発行

最初の同窓会報「ICU ALUMNI」発行1958／冬

この形態で1963年9月まで半年に1度のペース（No.1-No.4）で発刊

冊子体の「ICU同窓会報」として新たに第1号発行1962／夏

タブロイド新聞サイズで。この形態では数号を発刊か。資料が少なく、この時期の

発行サイクルはよくわかっていない（右ページ1,2）

国際基督教大学同窓会会報1965／6

冊子体にリニューアル　1969年4月まで年2回のペース。学生運動に関連した記事が続く。

1969年12月には特別版「ICU問題をめぐる特別レポート」が発行され、この問題について

は終止符を打つ。この頃は通巻ナンバーが記されていなかったため、アラムナイニュースの

通巻ナンバーと実際の発行回数は一致しない（3）

国際基督教大学同窓会会報1967／6

折りたたみ式の新聞形態。以降サイズや形態を変えながら1985年5月までこのタイトル

で発行を続ける（4,5,6,7）

THE ICU ALUMNI1970／秋

ロゴ変更　6面に。以降、基本的に年3回のペースで発行

1997年8月の87号からはカラーに（8,9）

ICU ALUMNI1985／9

A4冊子体16 ページ。この形態では年2回、7号を発行

ALUMNI NEWS1999／4

2002／10
年２回の刊行はそのままでタブロイド判に。若い世代の関心を高め、同窓会活動の活性化

を図る狙いで、ビジュアルを強調した誌面づくりにリニューアル。現在に至る（10）

ALUMNI NEWS

31 号（1980 年 4 月）から製本化され、ICU アーカ
イブズで保管している

ICU アーカイブズ執務室内の書棚には公式文書か
らチラシに至るまで資料がぎっしり

ICUアーカイブズでは数々の文書のアーカイブズ化が進んでいる。担当の松山龍彦さん（32 ID88）に現在の状況を伺った。

6号、9号（いずれも1966年発行とされ
る）、47号（1984年 発 行）、75号（1993
年発行）は同窓会事務局でもICUアーカ
イブズでも保有しておりません。お持ち
の方はぜひメールにて事務局までご連絡
ください。

ぜひ特集ページをはじめ本誌のご感想を
お聞かせ下さい。また他に、企画や人物
の紹介などがある方は、メールにてお気
軽に事務局までお知らせください。
事務局メールアドレス：
icualumni.office@icu.ac.jp

求む！　バックナンバー

ご感想をお聞かせ下さい

ICUには1992年に図書館員として入職。大学の
別部門を挟みながらのべ26年間、図書館勤務。
2020年からICUアーカイブズを担当、ICUの資
料全般のアーカイブズ化を進めている。松山さん
は本誌「From the University」欄で133号から7
号に渡り連載記事を執筆

MATSUYAMA, Tatsuhiko

松山龍彦さん（32 ID88）

ICUの大学院の教育研究所で1959年にまとめられた、
ICU アーカイブズに保管されている一冊。民主主義・
人権主義について戦後の新生日本はかくあるべきとい
う ICU の原点ともいえるような思想が、大きな熱量
とともに学術的に展開されている
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1　第 5 号（1965 年 6 月）
2　第 8 号（1966 年 10 月）
3  1967 年 6 月発行号（通巻ナンバーなし）
4  1971 年春発行号（通巻ナンバーなし）
　／紙面を広げた状態

5　1972 年秋発行号（通巻ナンバーなし）
6　1973 年秋発行号（通巻ナンバーなし）
7　第 46 号（1984 年 3 月）
8　第 51 号（1985 年 9 月）
9　第 87 号（1997 年 8 月）

10　第 100 号（2003 年 5 月）

4

321

765

1098
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支部長：淺野雄太さん（45 ID01）　

部員：岸 佑さん（47 ID03）

支部設立の経緯

淺野：2024年 のICU祭 で、ICUキ ャ

ンパス内の教員住宅をテーマにしたワ

ークショップを開きました。教員住宅

はヴォーリズ、レイモンドがそれぞれ

手がけたもので、現在は耐震性の問題

などで空き家になっています。どう継

続して保存するかや今後の活用につい

て考えていければ良いよね、という意

見が参加者の中から出たのが、直接の

きっかけになりました。

　ワークショップ自体はICU高校出身

で現在は日建建設で設計業務に関わっ

ている大和田卓さん（ICU高校卒）が

主催したもので、その経緯は岸さんが

説明されます。

岸：元々は、東京理科大工学部の伊藤

裕久先生の研究課題が国分寺崖線で、

ICUのキャンパスもちょうどそこにあ

って住宅が建っているので、調査をさ

せてほしいという連絡があったことで

した。

　教員住宅研究会を作って、学術的な

研究をはじめたんですが、実際に始め

ると日本国内でも非常に珍しい建物が

残っていて、そこに誰も住んでいない

ことが浮き彫りになりました。空き家

の問題は全国的にも言われていますが、

住まないと建物はどんどん朽ちてしま

う。これだけ建築史的にも重要な建物

がキャンパスに残っているのに、誰も

気にしていない状況だったので、同窓

生も含めて声をかけようということで

ワークショップを開きました。

お二人のバックグラウンド

淺野：私はID01で、卒業後に工学院

大の建築学科に学士編入をして、いま

は建築設計事務所に勤めて建築設計の

業務に一級建築士としてあたっていま

す。

　10年くらい前にキャンパス・グラ

ンド・デザインの話が持ち上がって、

寮の建て替えなどが続いた時期に声を

かけられて評議員になって、同窓会活

動にかかわるようになりました。今後

のキャンパスの建物をどうするかとい

う議論の中で、本館建て替えの話も出

てきて、今に至る活動に加わりました。

岸：私はID03で、大学院もICUで歴

史を専攻していました。専門は建築史

で、10年ほど前にD館について話すシ

ンポジウムを開いたりする過程で淺野

さんや伊藤先生とも知り合いました。

建築を勉強している人たちにとっては、

ICUの中で木造住宅があることは知ら

れていますが、キャンパス内で入れな

かったり先生が住んでいたりしたため

調査の突破口がありませんでした。

　キャンパス・グランド・デザイン

の議論の中では、旧来の教員住宅を

取り壊すという話もあり、それであ

れば調査をさせてほしいということで、

2018年ごろから始めることになりま

した。ただ、学術発表はしてきました

が、研究の外の人たちへの広がりはな

かった。そこで、ワークショップを開

くことになったんです。

支部の活動の意義

淺野：建築を学ぶ学生が必ず読む設計

資料集にも、レイモンドが作ったICU

図書館が載っています。岸君たちの尽

力のおかげでD館がさまざまな賞を取

りましたが、建築の視点からすると、

本館も含めてICUの建物は学術的な価

値があります。それを、何とか発信し

ていけたらと思っています。

　現在支部にいる10人ほどは、2024

年12月の教員住宅のワークショップ

に参加した人たち。うち一人は、教員

住宅にお住まいだった鈴木喜子さん

（56 ID12）です。ロシア建築が専門

の池田雅史さんもいます。

　キャンパス内の環境に関心のある人

も多く、であれば建築と一緒に環境も

語りましょうと、環境の名もつけま

した。24年の4月にタケノコを掘るイ

ベントを旧・教員住宅の区画一角を借

りて開きました。これは毎年やりまし

ょうという話になっています。その後、

夏に本館のリニューアルが終わったあ

と、岸君の解説で有志でキャンパスを

歩くこともしました。その間、メンバ

ーも数人増えました。

　あとは、今年2月ごろにアラムナイ

ハウスで対面のイベントを開く話もし

ています。本館が登録有形文化財にな

ったので、そのお祝いとして、ICUの

建物がどういう位置づけで見られてい

て、どういう価値があるのか、学術的

な観点も踏まえつつ考える場にしたい

です。

　また、学術的以外の価値も、同窓生

として共有したいという思いを持って

います。建物がなくなると、建物をき

っかけにした「場」がなくなってしま

うこともあります。たとえば、第2男

子寮がなくなってしまいましたが、建

物があるからこそキャンパスに戻って

建築・環境支部

同窓会には、国内や海外の各地域や、部活やサークル、寮などごとに活動をする「支部」がある。近年は共通の興味・関心や職業などを軸に活動をする支部も
少なからず誕生し、活動は熱を帯びている。今回は新たに誕生した2つの支部にフォーカスを当て、同窓会の支部活動の今を探った。

シン・同窓会支部を紹介！
文：滝沢貴大（本誌）　　写真：各支部提供

2025 年 4 月 19 日　タケノコ掘りツアー

2025 年 7 月 26 日　建物ツアー

2025 年 11 月 1 日　住宅ツアー

（左から）
岸佑さん
淺野雄太さん

きたり、代を超えたつながりがありま

した。大学の建物は同窓生のいろんな

連帯、つながりにも必要だと考えてい

るので、そういうことにも協力してい

けたら。

岸：具体的な展望としては、空き家に

なっている教員住宅をどう活用してい

くのか、同窓生の立場として大学に提

案していきたいと考えています。

今後の展望

岸：ICUの建物についてひとまず絞っ

てはいますが、単純に建物が好きとい

う人も同窓生には多いと思うので、そ

ういう人たちともつながれたらと思っ

ています。なかなか横のつながりも生

まれにくいので、この支部がアピール

になればいいと考えています。

　ICU内の建築をどうするか、5年10

年経てば状況は変わるかも知れない。

そういうときに動けるインフラとして

続けられたらうれしいです。

淺野：支部を作ったことで、今まで語

りたくても語る場がなかった話が進ん

でいってくれるんじゃないかと思って

います。建物の話は息の長い話になる

ので、仲間を増やしてずっとずっと続

けていける活動にしていければ幸いで

す。

　今はキャンパス内の建物整備は大き

い話が一段落して、これから使い続け

るフェーズになりますが、そうすると

建物への愛着が薄れていく可能性があ

ります。そういうときに、建物って色

んな意味があるんだよと、継承してい

けるような活動になればうれしいです。
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支部長：大竹日和奈さん（68 ID24）

部員：森田宏子さん（21 ID77）

部員：池上慶徳さん（68 ID24）

会設立の経緯

大竹：ICU国連の会支部は、国際機関

の職員になりたい学生や卒業生、現役

で働いている方々、国際機関の卒業生

が集うネットワークとして2024年に

発足しました。

元々 ICUには外交・国際公務員養

成プログラム（DIPS）というものが

あり、この支部と同じような機能を果

たしていました。それが2025年度に

終わってしまうことになり、そのスピ

リット、蓄積してきたものをなくさな

いためにも、どうやって残せるのかを

森田宏子先生（元国連職員で、プログ

ラムのアドバイザー）を始め、DIPS

に携わってきた先生方が考えてくださ

いました。

私自身国際機関を目指していること

もあって、設立しました。

当初は70人くらいでしたが、現在

は100人くらいが登録しています。現

役学生もヘルプに入っています。私自

身まだ国際公務員や国連職員ではない

ですが、それを目指している人も、現

在国連機関で働いている人も、自分の

経験を若者に伝えたいという卒業生も

参加をしています。

代表になった経緯

大竹：会が設立されたのは2024年の

10月。私が7月に大学を卒業した直後

のタイミングでした。私は現在、外資

系監査法人でビジネスリスクコンサル

タントの仕事をしていますが、国際公

務員をまだ目指しているので、同時並

行で大学院を目指していて、近々イギ

リスの大学院で開発学と教育学の研究

をする予定です。

自分自身DIPSが提供してくださっ

た国連研修に参加したし、教授の皆さ

んとよくお話をさせていただきました。

国際公務員を目指す若者として、さま

ざまな世代をつなぐ役割を任されたと

感じています。

森田先生、池上さんのお話

森田：DIPSが立ち上がったのが2019 

年で、当初から関わってきました。国

連研修や講義、インターンシップや人

事関係のワークショップなど需要にあ

わせてやってきました。

　DIPSは委員会で運営し、元国連大

使の吉川元偉先生をはじめ、同じく元

国連職員のサルトン先生や、国際関係・

SDGsなどのご専門の毛利先生、国際

経済専門の海蔵寺先生などにも関わっ

ていただいていました。

　国連研修は2020年に初めてニュー

ヨークの国連本部で行う計画でしたが

コロナのためにキャンセルに。その後

21年から25年まで毎年春休みに１週

間の集中講義として行ってきました。

キャンパスでハイブリッド式に世界中

の国連職員をZoomでつなげ、また対

日国連事務所や外務省・JICAの代表

からお話をしていただき、学生同士で

協力して報告書を作成しました。

　25年春にはJICUFの支援を得て初

めて様々な国連機関が南太平洋地域事

務所を構えるフィジーで開催。それら

と地域機構や政府機関を訪問しました。

また、毎年年冬学期には「国連と持続

可能な開発」という授業を行い、実際

に国連職員の多くが経験する課題を扱

いました。

　私は国連機関で35年ほど働いて、

ICU卒の先輩や同期ともつきあってき

たからこそDIPSを作った経緯があり

ます。プログラムがなくなり、それを

目指して入学してきたという学生の受

け皿として、支部を立ち上げる運びに

なりました。

　25年の1月には国連80周年、SGDs 

と絡めてシンポジウムを開きました。

ICUの先生方や、学生、同窓生のパネ

リストに加えて、国連からゲストス

ピーカーもお呼びすることができまし

た。秋には学生と同窓生をつなぐユー

スシンポジウムも開催。そういうイベ

ント、ワークショップは、年に2、3

回開ければと思っています。

池上：ポジショニングについて言うと、

この会は大竹さん、森田先生を中心に

動いているのですが、大竹さんが卒業

されたので、学生側のコアメンバーと

して、お声がけをいただきました。

私は現在ICUの大学院在学中で、博

士課程にも進む予定です。会を運営す

る上で必要な現役学生のリクルートな

どを担っています。

メンバー構成と現在の取り組み

大竹：約100人のメンバーのうち約25

人が現役の国際公務員、15人が国際

機関の卒業生、25人ほどが卒業生だ

けどまだ国際公務員になっていない人、

残りが現役学生です。

基本的には、イベントなどを通して

同窓生をつなぐことに取り組んでいま

すが、これからは、キャリアサポート

オフィスとも一緒になって、国際公務

員のキャリアを目指す方々を現役職員

や卒業生ともっとつなげられたらと思

っています。

森田：分野別の取り組みもできるので

は、と考えています。法律に絞って、

ハーグの国際司法裁判所の関係者にお

声がけしたり、教育分野を目指してい

る人も多いので、たとえばユニセフに

いる同窓生などを招いたイベントを開

けたらと思います。

DIPSのプログラムが終わることで、

なくなる授業もありますが、学術的と

いうより、ネットワークを広げられれ

ばとも思っています。国際公務員向け

の履歴書の書き方や面接対策、そもそ

もどこで情報を得られるか、などを提

供できる場にもしていきたいです。

大竹：国連職員になるには修士号と2

年以上の職務経験が必要で、その間の

サポートがないと、熱意はあっても道

が見えなくて諦める方も出てくる。自

分も周囲で一緒に目指していた人が

いなくなり、寂しい思いもしました。

国連の会支部
ICUの卒業生にはこんなにも広いネッ

トワークがあるので、そこのつなぎが

できたら。

今後の目標

大竹：今後の展望としては、イベント

をきちんと全うして、サクセスフルな

ものになるようにしたいです。あと

は、支部の目的でもあるキャリアサポ

ートも手厚くできるようにしたい。ニ

ュースレターなどの宣伝にも力をいれ

ていきたいです。

　2026年は組織をより持続的にして

いきたいと思っています。

池上：ICUに国際機関で働きたい人が

集まって欲しいし、そのサポートがで

きる会になっていけたらと、長期的に

は思っています。

森田：DIPSの枠組みがなくなっても、

国連の会としてこれからもお互いをサ

ポートしていきたいです。先生方もで

きる範囲で支援を続けていきたいと言

っていますし、私自身はいち同窓生と

して活動を続けていくつもりです。

国連はいま難しい段階にあって、職

員の数も減らしていますが、長期的に

は絶対に必要な機関です。若者が国際

的に活躍する日本になってほしいし、

その人材が十分にICUにはいると考え

ています。

大竹：DIPSが同窓会の国連の会支部

になるポジティブな側面としては、現

役学生と卒業生とのつながりをより強

めることができる点です。就職後のキ

ャリアにおいても、人のつながりは大

事。同窓会活動ならではの意義だと思

うし、つながることで新たなムーブメ

ントがうまれてほしいです。

2025 年 4 月 19 日に ICU のキャンパスで開いた DIPS と国連の
会支部共催のイベント

（左から）
大竹日和奈さん、
森田宏子さん、
池上慶徳さん
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HOMECOMING DAY
ICUでホームカミングデー開催
本館改修のお披露目で約1000人が来場
文：同窓会事務局

卒業生を対象としたホームカミング

デーが2025年9月21日に開催された。

今回は本館の大規模改修工事の完了に

合わせた開催となり、「本館お披露目 

Open House ～ 73年の歴史とさらな

る未来へ～」をテーマに実施された。

当日は晴天に恵まれ、約1000人を超

える卒業生や関係者がキャンパスを訪

れた。

ホームカミングデーは、卒業生が学

生時代を過ごしたキャンパスに戻り、

大学の現況に触れながら同窓生同士の

交流を深めることを目的に、大学と同

窓会が共催で毎年行われている行事で

ある。ICUでは、卒業後も大学とのつ

ながりを維持する機会として定着して

おり、世代や専門分野、在学中の学修

経験を超えた再会の場となっている。

当日は本館を会場に講演や対話型

企画が行われた。このうち、本館改

修をテーマとした講演では、卒業生

で、青山学院大学教授の樺島榮一郎氏

（37 ID93、GSPA97）が登壇し、「本

館はどのように変わったのか」を具体

的に解説した。講演では、建物の保存

と更新の考え方、教育環境としての機

能向上のポイントなどが紹介され、参

加者には改修の背景や意図を理解する

機会となった。長年親しまれてきた本

館が、歴史を継承しながら新たな役割

を担う空間へと生まれ変わったことが、

具体的な事例とともに語られた。

続いて、M・ウィリアム・スティー

ルICU名誉教授によるICUの歴史をテ

ーマとした講演が行われ、大学創設期

から現在に至るまでの歩みが振り返ら

れた。また、ICU理事長で13期生の

竹内弘高氏による、ハーバード・ビジ

ネス・スクール流の対話型授業「白熱

教室」も実施された。参加者が意見を

交わしながら議論を深める姿が見られ、

学生時代を思わせる学びの空気が教室

に戻ったとの声も聞かれた。

本館内の教室では、ICUのホームカ

ミングデーの特徴の一つである、卒業

年度や学科、ゼミ、サークルごとに集

まるミニ・リユニオンが数多く行われ

た。事前に企画された集まりに、当日

の再会をきっかけに自然発生的に参加

する場面も見られ、少人数ならではの

密度の高い交流が各教室で展開されて

いた。

午後には、入学から10年・20年・

30年・40年の節目を迎えた卒業生を

対象に、周年記念同期会が大学食堂で

開かれた。午前中にミニ・リユニオン

で顔を合わせた参加者同士が再び合流

する姿も見られ、交流が一日を通して

重層的に広がっていった。

　次回のホームカミングデーは、2026

年5月10日（日）に開催される予定で

ある。入学40周年（34 ID90）、30周

年（44 ID00）、20周 年（54 ID10）、

10周年（64 ID20）を対象とした周年

記念同期会も実施される。

ICU教会での結婚式のご予約・ご相談、学内施設の施設貸出、

ケータリング紹介などご⽤命ください

ICU教会結婚式サポート

国際基督教⼤学事業会社

国際基督教⼤学内 D館西棟2階 

0422-33-3530 (weekday 9:00-17:00)
info@icu-service.com

学内イベント

ケータリング紹介

学内施設貸出

株式会社ICUサービス

はちろう

L INEスタンプ

好評発売中！
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国際基督教大学（ICU）には、か

つて「ISL」と呼ばれる学内サッカ

ーリーグが存在した。正式名称は 

Intramural Soccer League。体育会

サッカー部とは異なり、学生・教職

員・留学生・卒業生が垣根なく参加し、

2016年に正式に廃止されるまで、約

40年にわたって続いたリーグだ。学

内の有志によって運営されてきた、ま

さにICUらしいスポーツコミュニティ

だった。

時を経て2025年9月、ホームカミ

ングデーに合わせてISLのミニ・リユ

ニオンが初めて開催された。これを機

に、関係者から寄せられたメッセージ

や学内新聞 Weekly Giants の記事な

どをもとに、昭和から平成にかけて多

くの学生や教職員、OB・OGを熱狂

させたリーグの足跡をたどる。

すべては一試合から始まった

　ISLの起源は、1977年にさかのぼ

る。当時、1年生とFreshmen English 

Program（FEP、現ELA）スタッフの間

では、タッチフットボールの試合を行

う慣習があった。後にISLの創設メン

バーとなる長島純平さん（25 ID81）は、

「フットボールでは勝てる訳がない」

と感じ、親しかった教員のピーター・

マッキャグ（Peter MaCagg）氏にサッ

カーの試合を提案する。マッキャグ氏

がスチュアート・ピッケン教授（Prof. 

Stuart Picken）に話を持ちかけた結果、

教員や留学生を中心としたチームと、

長島さんの友人たちを中心としたチ

ームが結成された。後の強豪「Rangers

（レンジャーズ）」と「Seals（シール

ズ）」の原形である。これが、ISLの最

初の一歩だった。

その後、対戦を重ねる中でチームは

次々と生まれ、「リーグ戦をやろう」

という声が学生たちの間で共有されて

いく。Butchers（ブッチャーズ）を

立ち上げた濱崎健さん（24 ID80）は、

セクションメートや欧州でサッカー経

験のあるセプテンバー、友人の友人な

どに声をかけ、チームを結成したと振

り返る。

学内紙が伝えた黎明期の熱狂

こ う し て1978年 春 学 期、5チ ー

ムによるリーグ戦がスタートした。

1978年3月8日 付 の Weekly Giants 

は、「もの好き Prof. Picken サッカ

ーリーグ結成」という見出しでISLの

発足を報じている。

記事によると、ピッケン教授が発

起人となり、学内の「サッカー狂い」

が集結。「その上、学長にCupを出さ

せることに成功した」とある。参加

チームとして記されたのは6チーム

で、 そ の う ちICU Rangers、Seals、

Bu tche r’s t eam、Th ree G r ea t 

Dragons（TGD）、ELFの5チ ー ム で

開幕を迎える。記事には「各チーム

とも非常に張り切っており、Three 

Great Dragonsなどは春休みに合宿

を組むと言っていた」と記され、当時

の熱量の高さが伝わってくる。

ISLは最初のシーズンから白熱し

た。6月1日の最終戦では、優勝の可

能性を残すRangersとTGDが激突。

試合はシーソーゲームとなり、2-1

でRangersがリードしたままロスタ

イムに入る。しかし「残り時間1分」、

TGDがコーナーキックから劇的な同

点弾を決め、決着は翌週のプレーオフ

に持ち越された。

6月8日のプレーオフでは、メンバ

ー不足に泣いたTGDに対し、万全の

布陣を敷いたRangersが5-0で圧勝。

記事は「Rangersは終了前に、この

Internal Soccer Leagueの創設者で

あ りRangers主 将 のProf. Picken氏

を入れ、優勝に花をそえた」と結んで

いる。

「誰でも参加」ICUらしさ

ISLの最大の特徴は、その開かれた

参加形態と多様性にあった。サッカー

経験者から初心者、女子学生、留学生、

教員までが同じピッチに立ち、「ガチ

勢」と「エンジョイ勢」が共存してい

た。交代人数の制限もなく、「誰でも

参加できる」ことが大切にされていた

のである。

運営を陰で支えた存在として欠かせ

ないのが、初代ジェネラルマネージャ

ーを務めた川原（旧姓・秋元）みゆき

さん（23 ID79）だ。米国の大学から

トランスファーで2年生として入学し、

D館で知り合った勝登さん（後述）や

濱崎さんに誘われ、試合日程の調整や

名簿作成、連絡係、さらには武蔵境や

吉祥寺界隈での飲み会（当時は「コン

パ」）の段取りまで担っていた。

中でも印象深いのが、全チームの名

簿作りだったという。各チームから氏

三鷹の森の伝説的リーグ「ISL」とは何だったのか
文：藤谷 健（30 ID86）　　写真：富岡徹郎（26 ID82）提供

リベラルアーツな空気が生んだ、熱き「学内」サッカー史

ISLの発足を報じるWeekly Giantsの記事

1983年版Yearbookより

1997年版Yearbookより
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名、学年、出身校、連絡先を集め、8

チーム分を手書きで原稿にし、冊子と

して配布した。携帯電話のない時代、

家電や寮の電話が唯一の連絡手段だっ

た。その名簿をきっかけに、出身校や

居住国が同じ先輩・後輩と再会したメ

ンバーも少なくなかったそうだ。

見えない壁を越えた共同体

ISLは、ICU独 特 の「リ ベ ラ ル ア

ーツ」な空気を体現する、自由で国

際色豊かなコミュニティでもあった。

TGDで活躍した勝登さん（24 ID80）

は、次のように振り返る。

「1970年から76年まで英国で過ご

し、日本語や日本文化から切り離され

た状態でICUに入学しました。どう融

合するか手探りの中で、ISLは『本ジ

ャパ』『変ジャパ』『ノンジャパ』の区

別なく、横と縦のつながりが広がる場

でした。実はISLは、ICUの中にあっ

た見えない壁を、結果として壊したの

ではないかと思っています」

2シーズン目の秋学期には、United、

Köln、Abnormalsが加わり、リーグ

は8チーム体制へと発展する。

1982年4月に入学した筆者（藤谷）

はRangersに加わった。ISL発足から

5年目のことだ。チーム名は、ピッケ

ン先生の出身地である英スコットラン

ド・グラスゴーの名門チーム、グラス

ゴー・レンジャーズからとり、青を貴

重とするユニフォームもほぼ同じデザ

インだった。チームは、ノンジャパニ

ーズのメンバーが多く、ISLの中でも

っとも国際色が豊かなチームだった。

私自身、1年の時に履修した英語開

講の授業についていけず困っていた

時、マネジャーからノートを貸しても

らったり、Rangersの選手がピッケ

ン先生のインクリ（キリスト教概論）

を履修すると、Aがもらえるという噂

を信じたり、学期末にはキャンパス内

の先生の自宅でバーベキューをしたり

と、学生生活で最も懐かしい思い出の

一コマとなっている。ピッケン先生の、

耳を覆いたくなるような汚い野次には、

時に辟易としたが。

40年の歴史、静かに幕

最盛期には、火曜日のチャペルアワ

ーと木曜日のコンボケーションアワー

に、2試合ずつ実施。チーム数は最も

多い時に10を数えた。

しかし次第に参加するメンバーが減

り、選手の数が足りず、試合が成立し

ないことが続くようになった。かつて

の名門チームの変遷にショックを受け

た創設メンバーもいる。Abnormals

の望月良門さん（26 ID82）は、後年、

チームがメンバー不足からライバルの

TGDと合併し。Ab-TGDとなってい

たことを知り、驚きを隠せなかった。

そしてその歴史は静かに幕を下ろす

ことになる。最後までISLに関わって

いた円田洋一さん（32 ID88）の証言

により、その最期が明らかになった。

「ISLのリーグ戦（公式戦）が行えた

のは2013年春学期まででした。チー

ム数が減り、人数不足の中で公式戦を

行っており、充実した試合はできてい

なかったと思います。その後はSNS

で声をかけあい、全体合同でミニゲー

ムを行っていましたが、2016年3月

に廃部（廃団体）となりました」

創設から40年。学生気質の変化、

運営負担の増加、そして多様な娯楽の

出現−様々な要因が重なり、一つの

時代が終わった。

再会の輪、次なる展開へ

2025年9月のホームカミングデー

には、ISLでプレーしたOBやOGらが、

会場となった本館のH-252に集まっ

た。教室には、当時の写真やWeekly 

Giantsの記事、Yearbookに掲載され

た集合写真などが展示され、訪れた人

たちが懐かしそうに見入りながら、当

時に思いを馳せていた。

当日参加できなかった川原さんは

「入学して約50年が経っても、ISLを

通して出会った仲間とこうして親交を

深められることが何よりうれしい」と

メッセージを寄せた。これは、ISLに

関わった多くの人に共通する思いでは

ないだろうか。

今回のミニ・リユニオンを提案し

た大学理事会の富岡徹郎常務理事

（26 ID82）は、「初めての企画でし

たが、予想以上の反響がありました。

次回は、もう少し大きな規模で同窓会

を開きたいですね」と語り、再会の輪

がさらに広がることへの期待をにじま

せた。

（上）当時の写真などを見ながら、
昔話に花が咲くOB・OGたち（下）
会場には、創設メンバーのひとり、
ジョン・カビラさん（25 ID81、
右から3番目）の姿もあった＝い
ず れ も2025年9月21日、 東 京・
三鷹のICU本館H-252教室

2012年版 Yearbook より。
Yearbook に 掲 載 さ れ た
ISL の写真はこれが最後と
なっている
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上

下

同窓会の評議員会が2025年9月27

日午後、ダイアログハウス国際会議室

で開催された。4月に同窓会の事務局

業務が大学に移管されて初めての評議

員会で、2025年度上半期の活動報告、

財務報告などが行われた。また、「明

日の同窓会プロジェクト」に関し、今

後、事務局移管に続いて校友会化を含

めた同窓会の方向性について協議して

いくことが報告された。

評議員会は対面で開かれた。評議員

29人、学生評議員1人が出席（委任：

72人）また、欠席者向けにZoomでの

配信も行った。議事に先立ち、湯浅八

郎・細木盛枝記念奨学金の対象者がい

なかったことが報告された。

評議員会では、廣岡敏行同窓会長が

上半期の活動報告を行い、9月のホー

ムカミングについて、事務局移管後初

めての協業で、理事、評議員、事務局

員だけでなく、教職員も含めて多くの

協力があり、大盛況の開催となったこ

とを報告した。廣岡会長は「（移管後）

初年度は活動もあまり変わらないかと

思っていたが、ふたを開けてみれば大

変革できたホームカミングとなり、第

一歩を踏み出せたのではないかと思

う」と想定を超える成果だったことを

明らかにした。

活動報告に続いて、2026 ～ 2027

年度の理事・監事・評議員の選考につ

いて選考委員会の新井亮一委員長から

報告が行われた。現在の理事・監事・

評議員の任期は2026年春に終了する。

新井委員長は選考手続きを説明した上

で、「新しい人、新しい考え方を持っ

た人を広く募っている。推薦をお願い

したい」と要請した。

質疑応答では、奨学金の対象者がい

なかったことに関し、理由や過去の経

緯、条件の周知などを求める声が出た。

また、次期体制の選考に関して、対象

者や貢献度などどのような基準で選ぶ

のかについて質問や意見が出た。

最後に特別議事として、廣岡会長が

「明日の同窓会プロジェクト」に関す

る経過を報告した。この中で、廣岡会

長はこれまで3年余りにわたって課題

の洗い出しや活性化に向けた方策など

を話し合ってきたと説明。大学への事

務局業務移管が終了し、卒業生だけで

はなく教職員も含めた校友会化を一つ

の方向性として検討していると語った。

現行制度では卒業生が正会員、学生が

準会員、退職者を含む教職員のうち希

望者を特別会員となっているが、校友

会では卒業生と退職した教職員のうち

希望者を正会員、在学生と現役の専任

教職員などを準会員とする案が出てい

る。会費も含めて詳細は今後、検討す

るという。

会場からは、事務局の業務移管にか

かる人件費や、校友会化によって教職

員がどうなるか、途中退学者の取り扱

い、父母や企業など賛助会員を設ける

可能性など幅広い意見や質問が相次い

だ。

評議員会後、学食などで同窓会の各

部が部会を開き、活動などについて話

し合った。その後、アラムナイハウス

で懇親会が開かれ、参加した理事や評

議員は、軽食やICUワインなどを手に

近況や在学当時の話で盛り上がってい

た。会場には同窓会のスカーフを身に

つけたICUマスコット「はちろう」の

ぬいぐるみをはじめ、同窓会のグッズ

が展示され、その場で買い求める同窓

生も。特に「はちろう」グッズは人気

で、表情の微妙な違いを見極めて好み

の「はちろう」を選ぶ姿も見られた。

事務局移管後、初の評議員会開催
文：長谷川由紀（本誌）　　写真：同窓会事務局
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“ここ”から始まるストーリー

Think globally, 
act locally.
国内の“ある場所”で活躍する仲間にスポットを当て、その活動や経緯などについて話を聞く本シリーズ。
今回は、岡山理科大学教授で教育研究に携わるシャミ・ダッタさんにお話をうかがった。

「探究学習」と「地域の活性化」をつなげ、リードする
岡山理科大学教授　シャミ・ダッタさん（34 ID90）岡山県

文：今井 順（本誌）　　写真：本人提供

1990年ICU卒業。1992年にカナダ、ブリティッシュ・
コロンビア大学大学院修士課程を経て、千里国際学園で
日英バイリンガル社会科・IB教諭として着任。同校でIB
部長、その後東京学芸大学教職大学院准教授 ・IB教員
養成ディレクターを経て、現職。文部科学省IBコンソー
シアム、教育委員会等のアドバイザー、日本国際バカロ
レア教育学会副会長、国立台湾師範大学客員教授、IBワ
ークショップリーダーなど兼任。ならまちリーグのアカ
デミック・アドバイザーなども務める。

DATTA, Shammi

恩師スティール先生と
国際教育についての民間研究所でインタビュー受ける
© インターナショナル・エジュケーション・ラボ（IEL）

地域の人々と生徒をまじえて
ディスカッション

シャミ・ダッタさんがアドバイザー

を務める都内のとある高校。その「探

究授業」の発表会に、ダッタさんと一

緒にお邪魔した。ある教室では生徒た

ちが発表し、別の教室には論文が展示

してある。どの発表も熱心で、親たち

も聴き入っている。読ませる、魅せる

論文の前には人が集まっている。校内

を一緒に歩くと、生徒たちが近づいて

きて、ダッタ先生ににこにことあいさ

つ。教員たちも次々に現れて、指導の

成果について意見を求めてくる。

現在中等教育の世界では、生徒自身

が問いを立て、調べ、発表や論文とし

て形にする「探究」という取り組みが

あり、重要性を増している。インター

ナショナル・バカロレア（IB）や、日

本の学校における「総合的な探究」が

それにあたる。こうした取り組みを国

内でリードしてきたのがダッタさんだ。

彼と話していると、なぜ生徒が自分で

考え、調べることが必要なのか、どう

すればそのように動機づけられるのか、

その哲学や目的、ノウハウを整理した

言葉があふれるように、よどみなく出

てくる。

運命的な社会の授業

ダッタさんはインドのニューデリー

生まれ。13歳で東京へ移り住み、セ

ント・メリーズ・インターナショナ

ル・スクールに入学した。理系だった

ダッタさんだが、高校の社会の時間に

運命的な経験をする。外国人として日

本に住み、日本社会に様々な疑問があ

った。その疑問を持ってくるという授

業で、先生は答えをくれなかった。自

分で調べる機会をくれたことで、生徒

たちはがぜんやる気になって調べた。

なぜなら「自分の問い」だから。ダッ

タさんが見つけたのは、単純だけど大

事な真実。昔があるから今がある。社

会、文化、国際関係、何にでも過去の

文脈があって今がある。今の日本を理

解するためには歴史の勉強が必要なの

だ。そういう理路と好奇心がダッタさ

んに宿った。自分もそんな好奇心を育

てることのできる教師になりたい。そ

う思うようになった。

完全に英語の環境よりバイリンガル

な方が良いと思いICUに入学。一年間

第二男子寮で過ごした。飲みすぎると

新聞の上に寝かせてくれる優しい先輩

がいたりして楽しかったが、勉強には

ちょっと向いてなかった。専攻は日

本史。スティール先生に就いて学び、

ICU高校で教育実習をした。ICU高校

は自由な授業設計を許してくれ、ステ

ィール先生は、高校教員志望なら海外

大学院に行くべきと冒険を薦めてくれ

た。既に受給していた文科省の奨学金

を諦めても海外に行くという決断がで

きたのは先生の後押しがあってこそ。

事務方にもお世話になり、ICUは人生

を変える援助をしてくれた。

最初の就職もICUが起点だった。大

阪で面白い学校を作るからと誘ってく

のか？  成功の理由は？  成功を永続

するために必要なことは？  生徒に問

いを立てさせ、現地に赴き、考えさせ

た。「総合的探究」の取り組みだ。今

ではこうした取り組みをきっかけに、

奈良では「ならまちリーグ」といった、

地域と学生・生徒をつなぐ対話の場が

育っている。

探究学習のグルとして

2016年からは、そんな指導のでき

る教師を育てる側に回った。教師育成

で知られる、東京学芸大学に請われ、

IB教員を育てるプログラムを立ち上

げた。IBに目を付け始めた日本の教

育政策もあり、最先端の取り組みだっ

た。ここで育てた教師たちが、今IB

に限らず、冒頭に取り上げた高校のよ

うに、全国で探究授業を担当している。

「地域」とはいえ、京都や奈良はメ

ジャーな観光都市。さほどでもない岡

山を新しい挑戦の地に選んだ。岡山理

科大学では、これまでの経験を盛り込

んでいる。グローバル・コンピテンシ

ーを持ち、地域を元気にできる教師を

育成するのがテーマ。時には地元の高

校生にも教えつつ、各地の公立・私立

高校、そして台湾の教師たちにも、探

究するマインドを育てる教育を広げて

いる。

れたのが、ICU高校で知り合ったICU 

2期の先輩。日本史研究で有名なブリ

ティッシュ・コロンビア大学で勉強し

ていたダッタさんに仕事のオファーが

来た。2年かかる修士課程を、夜も寝

ずに勉強をして1年半で修了。1992

年の4月から、千里国際学園（現関西

学院千里国際中等部・高等部）でIB

の精神をふまえた日本史担当として着

任した。

生徒を地域に

そこから24年。現在「探究」と呼ば

れる教育方法の開発、展開に精魂を

込めて取り組んできた。学習は十割モ

チベーション。個々の生徒に違いがあ

り、動機の持ち方も千差万別。その心

にいかに火をつけるのかが課題だった。

「地域」に関心を持ったのもそういう

問題意識があったから。偏差値的な教

育とは一線を画す高校だったので、生

徒はいわゆる推薦入試を受験し秋には

進学先が決まっていく。すると、3年

生の3学期にやることがない。この機

を利用して、生徒たちを学外に出すこ

とにした。たとえば奈良や京都の地域

に眠る、古くからの建物や慣習、モノ

や食べ物をどう残すのか、そんな取り

組みでうまくいっているものはある

か？  なぜうまくいっているとされる
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各ジャンルで活躍の同窓生を紹介

_People 山田真寛（49 ID05）

現在、世界には約6000から8000の言語があるとされるが、そのうち約半数が「いま何もしなければ失われてしまう」という。
2009年、ユネスコが発表した「危機に瀕した言語地図」では、日本における「消滅危機言語」として
アイヌ語、八丈語、奄美群島と沖縄諸島の6つの琉球諸語、計8つの言語が挙げられた。
2010年から沖縄県与那国島で、2015年から鹿児島県沖永良部島でフィールドワークをしながら、
島の人びとの言語の継承保存活動に伴走する山田真寛氏は、「今ならまだ危機言語の復興は可能だ」と説く。
文：太田順子（本誌）　　写真：本人提供

1982年、北海道函館市生まれ。2005年、
語学科卒業。在学中はスキューバダイビ
ング部ORCA（オルカ）に所属し、フリー
ダイビングにも熱心に取り組んだ。2010
年、米デラウェア大学大学院でPh.D.取
得（理論言語学）。帰国後、京都大学、広
島大学、立命館大学での任期付き研究職
を経て、2018年より国立国語研究所准教
授。2022年より「消滅危機言語の保存研
究」プロジェクトのリーダーを務める。

YAMADA, Masahiro

言語学に魅せられて
―ICUにはもともと心理学を専攻す
るつもりで入られたそうですね。
山田　はい。でも、ICUは関心がある

科目を好きなようにとれるので、本当

に興味の赴くままにとっていたとこ

ろ、吉田智行先生（2025年3月退職）

の言語学の授業に出会ってしまったん

です。とにかく面白かった。同じ関心

をもつ友人たちと夜を徹して課題に取

り組み、「生成文法」関連の論文を読

みまくったり、都内の複数の大学院に

潜り込んで聴講に行ったりして、学ぶ

ことが楽しくなっていきました。3年

の夏休みでしたか、アメリカの大学院

に進んだ先輩の実験に参加したときに

「アメリカなら、君たちが今やってい

ることで給料をもらえるよ」と言われ

て、それはいい話だ、と留学を考えは

じめました。院がだめだったら、フリ

ーダイビングの選手になるかなと思っ

ていましたね。当時の潜水時間の日本

記録が7分7秒、自分のベストが6分

40秒で、潜るたびに記録を更新して

いたのでいけるかなと。幸いデラウェ

ア大学からオファーが得られたので研

究の道に進みました。
―デラウェア大学ではどのような研
究をなさっていたのでしょうか。
山田　行く前は「シンタックス（統

語論）」をメインに考えていましたが、

実際には「セマンティックス（意味

論）」の分野で、論理式と関数を用い

て人間が言語の意味を解釈する仕組み

を研究しました。それと、行ってから

わかったのですが、デラウェア大学は

フィールドワーク（現地調査）が盛ん

だったんです。シンタックスの理論研

究と並行して、ネイティブアメリカン

やマレー語の記録に取り組む研究者が

いました。「フィールドメソッド」と

いう、未記述の言語の母語話者の発話

を1年かけて体系的に記述することを

学ぶ授業が毎年開講されていて、1年

目から履修しました。振り返って考え

ると、そのときの学びは今につながっ

ていると思います。

今なら復興できる
―ユネスコの「危機に瀕した言語地
図」は日本でどのように受け止められ
たのでしょうか。
山田　日本には共通語のほかに8つの

独立した言語が存在し、それらが消滅

の危機にあることが知られるきっかけ

になりました。ただ、ユネスコは触れ

ていませんが、全国各地の諸方言も共

通語化の波に押されて同じように消滅

の危機にさらされています。

こうした認識に立って国語研では、

日本各地の地域言語を保存し、言語の

多様性を維持するための研究をしてい

ます。2009年から現在まで、略称「危

機言語プロジェクト」の共同研究員

約80人が全国の日本語・琉球語諸方

言の調査を行っています。調査によっ

て得られた、語彙、談話の録音・録画、

体系的な文法記述の記録は、22年3月

から「危機言語データベース（http://

kikigengo.ninjal.ac.jp）」 と し て 公

開されています。

一方、言語の保存を考えるときには

こうした「記録保存」と並行して、話

す人の数を維持し、生きた言語を世代

を超えて伝えていく「継承保存」も重

要です。実際、フィールドワークで関

わった地域に暮らす人びとが望んでい

るのも、地域のことばが使われ続ける

ことです。言語の「継承保存」は、日

本ではまだ研究の蓄積が浅いのですが、

沖永良部島での実践を通じて僕は、今

ならまだ継承保存は可能だ、と考えて

います。
―沖永良部島では、どのような取り

組みがなされたのでしょうか。
山田　島で生まれ育った幅広い年代の

人に、島のことばのリスニングテスト

をしてみました。60代以上のいわば

ネイティブ話者と比べて、20代以下

の理解度は低かったのですが、30代

後半以上は、日常的に使っていないた

め流暢に話すことはできないけれど、

理解度に統計的に有意な差はないとい

う結果が得られました。祖父母や親が

家庭内で話すのを聞いていたからです

ね。言語の継承保存においては、この

「聞けばわかるけど流暢には話せない

層(潜在的話者)」が鍵になります。

沖永良部島では、継承保存活動に積

極的な人が多くいて、2019年から公

民館講座として用例と合わせた語彙リ

ストの作成、動詞の活用の記録、方言

の教え方などを学ぶ場が設けられまし

た。田皆という集落では、島の人たち

だけで語彙収集を行い、2025年夏に

は1200語の辞書の発行が実現しまし

た。すぐに第2版の作業も始まってい

ます。また「師匠」となる話者と学び

たい人が継続して集中して対話するこ

とで話す力を獲得する活動も2024年

から始まりました。かなり上達した人

が出てきています。言語の保存は、地

域で生きる人たちが継続的に楽しみな

がら取り組むこと―実はそれが難

しさでもあるのですが― によって

可能なのだという確信を得ることがで

きました。

地域言語の絵本をつくる
―これから取り組みたいことは？
山田　これまで、多良間島、竹富島、

沖永良部島、与那国島、小浜島の5つ

の島のことばで伝承を語る絵本を作り

ました。巻末には簡単な文法解説を付

し、朗読動画も用意しました。地域に

伝わる昔話には、暮らしのようすや考

え方といった文化も表れています。子

どもにとって生まれた場所のことばに

触れる入口になりますし、親にも子

どものためなら読んでみようという動

機付けになる。そして島のことばを学

ぶ人の教材としても手に取りやすいで

す。研究費だと重版ができないのでク

ラウドファンディングで作りましたが、

この試みをもっと重ねていきたいです。

アラムナイの読者にこのプロジェクト

に投資してみようという方がいたらう

れしいのですがどうでしょうか（笑）。

（左）沖永良部島にて（右）公民館講座で学ぶ島の人びと
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リベラルアーツで専攻を 
「仕立てる」

アジア研究は、複数の学問分野に

またがる学際的なメジャー（Interdis-

ciplinary Major）として、学生の学修

とキャリアに対する柔軟性を核として

設計されている。これはICUが大切に

しているリベラルアーツの精神に根

ざしており、学生は、多様な分野か

ら自身の関心に応じて専攻を「仕立て

る」ことが可能である。この柔軟性は、

ICUにおける専攻の成り立ちや授業構

成そのものに深く根ざしている。

選べる自由と広がる学び

ほかのメジャーと同様に、アジア研

究を学際的メジャーとして学生向けに

紹介する際にはポスターを用いたセッ

ションを行うが、その際に強調してい

るのは、アジア研究では導入科目であ

る「アジア研究への招き」以外には必

修科目を持たず、幅広い分野から履修

を組み立てられる点である。導入科目

ではアジア研究に関わる幅広い教員が

講義を担当する。講義テーマとして日

本・中国間の国際関係、中国の少数民

族の文化、人類学から見たタイの家

族内の人間関係、インド独立後の分

配、韓国の経済開発、カンボジアの開

発と教育、中国の道教と宇宙論、ラオ

スのLGBTなどをアジア研究の魅力と

して紹介している。アジア研究を担当

する教員は、歴史学をはじめ、国際関

係、経済学、人類学、宗教（インド・

中国の宗教）といった多岐にわたる領

域を専門としている。そのため、学生

は社会科学を横断的に学ぶことが容易

で、個々の興味や将来の方向性に合わ

せたカリキュラムの設計が可能である。

こうした「選べる自由」は、アジア研

究が扱う対象地域の理解を深めるため

に、言語学習や海外留学とも自然につ

ながっていくのである。

また、地域研究（Area Studies）

において、現地の言語を学び、その社

会や文化を直接経験することは欠かせ

ないと考えている。アジア研究も例外

ではなく、中国語、韓国語、アラビア

語に加え、近年ではインドネシア語な

ど、言語学習が充実している。ICUで

はアジア地域の大学と多数の交換留学

プログラムを結んでおり、中国、香港、

インドネシア、韓国、フィリピン、台

湾、タイ、インドなど、多様な地域で

学ぶ機会が用意されている。さらには、

留学先で取得した単位を編入すること

もできるため、学生としても学びを中

断することなく国際的な経験を重ねて

いくことができる。

幅広いキャリアへの可能性

学際的な履修と実地での経験を組み

合わせることで、学生は特定の国や地

域について多面的に理解を深めていけ

ると考えている。授業や文献による研

究にとどまらず、言語の運用や現地で

の体験を通じて、その国の社会、経済

構造、政治体制などを総合的に把握で

きるようになる点は、アジア研究の

大きな強みである。最終的には、対

象地域に関する深い専門性を備えた

「国・地域別エキスパート」（country/

region expert）や「アジアエキスパ

ート」としての視座を獲得することが

期待されている。

柔軟で広範な学びは、そのままキャ

リア選択の幅広さにもつながってい

る。アジア研究の卒業生は、専攻で身

につけた分析力、言語運用能力、地域

理解を活かし、多様な進路に進んでい

る。たとえば、商社などのビジネス分

野、経済・政治を扱う企業や金融機関、

さらにはMBA取得を視野に入れたキ

ャリアもある。そのほか、公共・国際

機関の分野では、日本の省庁、JICA、

国際開発、外交、世界銀行、ユニセフ

などが代表的であり、国際機関を志す

場合は、アジア研究を基盤に海外大学

院で修士号を取得するケースも多くあ

る。さらなる学術や研究の道へ進む学

生もおり、国連や草の根NGOでのコ

ンサルティングなど、専門性を活かせ

る働き方も可能である。

一方で、幅広い分野に触れられるか

らこそ、ある段階で自分の関心を収束

させることが必要になる。その契機と

なるのが卒業論文（Senior Thesis）

である。卒論では、国際関係、開発学、

経済、ビジネスなど、学生自身が深め

たいテーマを選び、それを専門的に掘

り下げていくことになる。学修の集大

成としての知的成果を得るだけでなく、

卒業後にどの方向へ進みたいのかを自

覚的に整理する場にもなっていく。

展望：成長するアジア地域 
と可能性

アジア地域は、インドや中国のよ

うな大国に加え、ベトナムやカンボ

ジアといった新興工業国（NICs）な

ど、きわめて急速に変化および発展し

続けていく地域である。こうした地域

と密接に関わることは、学生にとって

将来のキャリア機会の拡大にもつなが

り、アジア研究専攻で培った視点や知

識がそのまま強みとなっていく。学際

的な学びと地域への深い理解を組み合

わせることで、多様な職業分野へ柔軟

に進むことができる点は、アジア研究

の大きな魅力である。

今後、アジア地域では、卒業生にと

ってさらに幅広いキャリアを構築する

機会が増加すると見込まれている。学

際的なアプローチを経て、学生が何を

学ぶか、どのようなスキルや知識を得

るかによって、可能性は広がっていく。

アジア研究で習得した専門知識やスキ

ルは将来の国際的なキャリアに活かす

ことができるだろう。アジア研究の価

値、それはアジア地域の経済成長とい

う追い風を背景に、学生が多角的かつ

深い専門知識を身につけることで、国

際的な舞台で活躍するための多様なキ

ャリアパスを切り開く点に集約されて

いくことだと信じている。

メジャー紹介の記事も、
ついに31個目のメジャーのご紹介となった。
ラストを飾るメジャーは、アジア研究である。
急速な発展を続けるアジア地域の
何に焦点をあて、何を学んでいくか。
アジア研究のもつ魅力と可能性について、
ウォルター P.ドーソン先生にお話を伺った。
文・写真：谷澤 聡（本誌）

第31回  アジア研究　
ウォルター P.ドーソン　
上級准教授

全31の中から気になるメジャーを紹介

お邪魔します！　
あのメジャー

国際基督教大学（ICU）教養学部 上級准教授、アジア研究プログラ
ム主要コーディネーター。専門領域は教育政策研究、政治学、開発
研究、アジア地域研究、人権・民主化研究。日本、韓国、カンボジ
ア、タイなど、人生の半分近くをアジアで過ごし、同地域の教育と
開発分野に精通。ノースカロライナ大学チャペルヒル校でBAのア
ジア研究メジャーおよび日本語マイナーを得た後、コロンビア大学
で比較教育学・政治学のPh.D.を得る。主要研究テーマは、教育の
平等機会、EFA、シティズンシップ教育、民主主義と政治移行、
アジア・西欧諸国とカンボジア間の二国間教育援助。国連機関およ
び草の根NGOでの教育・開発関連の実務経験を有し、現地の教育
支援と政策研究の双方に取り組む。教育機会の平等化と社会的不正
義の是正へのコミットメントを研究基盤としている。

DAWSON, Walter P.
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ICUのメジャーを紹介してきたシリーズが、本号で完結を迎えた。
15年という長きにわたり、先生方のインタビューを担当してくれた編集部の2人の仲間からご挨拶させていただく。

歴代インタビュアーから

アラムナイニュース・メジャー記事一覧（肩書は掲載当時）

政治学のデータ

● 開講されている主な授業科目
（2025年度現在）

アジア研究への招き
発展途上国における教育
教育社会学上級セミナー：グローバ
ル化と教育

ジェンダー・セクシュアリティ研究へ
のアプローチ

アジア史（中国）
日本対外関係史
近代中国の社会と文化
アジア社会史特別研究
アジア太平洋地域の国際関係
中国の政治と国際関係
朝鮮半島の政治と国際関係
南アジアの政治と国際関係
東南アジアの政治と国際関係
東洋思想概論
日本の宗教
東洋思想研究
日本の政治
東アジアの地域主義
国際サービス・ラーニング I
アジア経済開発分析
アジア経済特講
仏教史
比較思想

「お邪魔します！あのメジャー」が

始まったのは、ICUにメジャー制が導

入された2010年のことでした。学科

がなくなると一体どうなるのかという

編集部員たちの関心、そしてICUの学

びに焦点を当てた記事を充実させて

ほしいという読者からの声が、この連

載企画が採用された大きな理由でした。

単発記事しか書いたことのなかった私

が第3回から連載を任された際は、責

任が重くなってしまった！と緊張した

のを覚えています。

各メジャーで教鞭を執る先生方の

取材を通じて、私は時に懐かしいICU

と再会し、また時に新たなICUを発見

しました。かつてお世話になった宮崎

修行先生やツベタナ・クリステワ先生

への取材では、分野に縛られない学生

時代の学びを思い起こすことができま

した。履修する機会のなかった、また

は新たに加わった学問分野の取材では、

この分野も学んでみたかった、私の代

にこのメジャーがあってくれたら……

と感じることもありました。それだけ

ICUの学びが幅広く、進化を続けてい

たということでしょう。

連載完結後も、ICUの知の探求は続

いていきます。読者の皆さん、連載を

引き継いでくださった谷澤さん、あり

がとうございました。

担当時期：第3回（2012年3月号）
～第16回（2018年9月号）

小林智世さん
（52 ID08 社会科学科卒）
KOBAYASHI, Tomoyo

「ICUには、一体どのようなメジャ

ーが広がっているのだろう？」本連載

を通じて数々のメジャーへの取材を終

えた今、私の中での解像度は驚くほど

高まりました。

各メジャーが放つ個性的で圧倒的な

強みのバリエーションに驚かされる一

方で、その根底には常に、多様な観点

から本質を問い直す「リベラルアーツ

の魂」が息づいていました。専門性を

深めながらも決して視野を狭めない。

この一貫した学びの姿勢こそが、絶え

ず変化し続ける現代においても、時代

に翻弄されることのない「しなやかで

揺るがぬ強さ」の源泉だと実感してい

ます。取材の中で、多くの先生方から

直接貴重なお話を伺えたことは、私に

とっても意義深い経験となりました。

本連載を無事に完結させることがで

きたのは、多大なるご協力をいただい

た広報・社会連携部やアラムナイニュ

ース編集部の皆様、そして現場で常に

伴走してくださった本誌記者の亀山

詩乃さん（54 ID10）、滝沢貴大さん

（62 ID18）の支えがあってこそです。

心より感謝を申し上げます。

読者の皆様に、ICUの持つ知の広が

りとその尽きない魅力を、少しでも鮮

やかな形でお届けできたのであればこ

れ以上の喜びはありません。素晴らし

い機会に関わらせていただき、本当に

ありがとうございました。

担当時期：第17回（2019年3月号）
～第31回（2026年3月号）

谷澤 聡さん
（54 ID10　社会科学科卒）
TANIZAWA, Satoshi

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

メジャー
メディア・コミュニケーションと文化
宗教学
数学
歴史学
文学
生物学
公共政策
美術・文化史研究
人類学
経済学
環境研究
教育学
経営学
ジェンダー・セクシュアリティ研究
法学
心理学
物理学　
グローバル研究
平和研究　
言語教育
開発研究　
情報科学
音楽
日本研究　
国際関係学
社会学
言語学
アメリカ研究　
化学
政治学 
アジア研究

先生
田仲 康博 上級准教授
魯 恩碩 准教授
山上 あい子 上級准教授
那須 敬 上級准教授
ツベタナ・クリステワ 教授
小林 牧人 教授
大森 佐和 准教授
リチャード・ウィルソン 教授
ギャヴィン・ホワイトロウ 上級准教授
ヘザー・A・モンゴメリー 上級准教授
布柴 達男 教授
西村 幹子 上級准教授
宮崎 修行 教授
生駒 夏美 教授
松田 浩道 助教
磯崎 三喜年 教授
岡野 健 教授
毛利 勝彦 教授
笹尾 敏明 教授
半田 淳子 教授、藤井 彰子 准教授
西村 幹子 教授
石橋 圭介 准教授
佐藤 望 教授
大川 洋 教授
高松 香奈 上級准教授
山口 富子 教授
李 勝勲 上級準教授
レイヴンスクロフト・クレア 助教
峰島 知芳 上級准教授
具 裕珍 助教
ドーソン・P・ウォルター 上級准教授

掲載号
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144

（2010年10月）
（2011年3月）
（2011年9月）
（2012年3月）
（2012年11月）
（2013年3月）
（2013年10月）
（2014年3月）
（2014年10月）
（2015年3月）
（2015年10月）
（2016年3月）
（2017年3月）
（2017年9月）
（2018年3月）
（2018年9月）
（2019年3月）
（2019年9月）
（2020年3月）
（2020年9月）
（2021年3月）
（2021年9月）
（2022年3月）
（2022年9月）
（2023年3月）
（2023年9月）
（2024年3月）
（2024年9月）
（2025年2月）
（2025年9月）
（2026年3月）

本誌インタビューアー
岡田 庄生
斉藤 ようこ
小林 智世
小林 智世
小林 智世
小林 智世
小林 智世
小林 智世、佐々木 淳子
小林 智世
吉村 光八・小林 智世
小林 智世
小林 智世
小林 智世
水野 愛子、小林 智世
水野 愛子、小林 智世
小林 智世
谷澤 聡
谷澤 聡
谷澤 聡
谷澤 聡
滝沢 貴大
谷澤 聡
亀山 詩乃
谷澤 聡
谷澤 聡
谷澤 聡
亀山 詩乃
谷澤 聡
亀山 詩乃
谷澤 聡
谷澤 聡
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2025年12月13日（土）、 同 窓 会 デ

ジタルコミュニケーション推進部で

は、場所にとらわれず「ICUの今」を

同窓生に届けることを目的に、Zoom

を用いたオンラインイベントを開催し

た。ICUでは多様なイベントが行われ

ているが、参加には来校が必要なもの

も多く、海外在住者や多忙な同窓生に

とっては足を運ぶことが難しい場合も

ある。そこで、物理的な距離に左右さ

れず最新のICUを共有できる機会とし

て、オンライン形式のイベントを企画

した。オンラインであれば同窓生同士

が気軽に誘い合えるため、イベント自

体がコミュニケーションの輪を広げる

契機になることも期待した。

第1回となる今回は、在学中に誰も

が親しんだ「自然」をテーマに設定し、

ICUの森の現状と保全活動、ファーム

プロジェクト、学生サポーターによる

ハニープロジェクトなどを紹介した。

メルマガ臨時号やSNSで告知したと

ころ、初期段階から大きな反響があり、

最終的には2期生（1958年卒業）から

2020年代の卒業生まで、幅広い世代

の145人から参加登録をいただいた。

当日は79人が参加し、ICUの秋の

映像上映や、参加者同士の少人数グル

ープでのコミュニケーションタイムを

交えながら、ICUの森の「今」を共有

した。参加者からの満足度は非常に高

く、今後の継続を望む声や同窓会への

期待も多く寄せられた。

この「ICUの今を知る～自然編」に

ついては、2026年以降もオンライン

イベントとして継続して実施する予定

である。ICUキャンパスに実際に足を

運ぶイベントと並行しつつ、物理的な

距離の制約を超えて発信できるオンラ

インでの情報提供を、今後さらに推進

していきたい。

ICUの今を知る～自然編
Zoomによるオンラインイベント実施報告
文：森みどり（30 ID86）　　写真：森みどり、濱本ハル（39 ID95）

秋深まるICUのキャンバスと配信当日の風景

同窓会デジタルコミュニケーショ

ン推進部からオンラインイベント企

画の声がかかり、ICU環境推進部と

して「自然編」をテーマにコンテン

ツ作成で協業することになった。 

キャンパスの玄関口であるマクリ

ーン通りの桜並木、崖下の奥地に広

がるわさび田、雑木林で出会ったタ

ヌキ、かつて農場で飼われていた牛

など、同窓生が語る自然の思い出は

実に多様であり、その幅広さこそが

ICUの自然環境の豊かさを物語って

いる。

2023年に建物を除くキャンパス

全域が自然共生サイトに認定された

ことは、献学以来、同窓生を含む

ICUコミュニティ全体が美しい自然

を守り続けてきた証でもある。

一方で、今回のイベントでは雑木

林の劣化など、現在キャンパスが直

面している新たな課題についても共

有した。年間100本を超える枯死木

を伐採している現状には、驚いた方

も多かったのではないかと思う。

また、ファームプロジェクトやハ

ニープロジェクトの発表を通じ、在

学生が「学びの森」としてキャンパ

スの自然を積極的に有効活用してい

る姿も紹介した。

今後も同窓生に向けて、キャンパ

スの自然の魅力や現状を伝える機会

を設けていきたいと考えており、引

き続きの関心と支援を寄せてもらえ

ることを願っている。

岡山明弘さん
（ICU環境推進部管財グループ）
OKAYAMA, Akihiro
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（上左から時計周り）シンガポール支部／北カリフォルニア支部／ ID85 ± 3リユニオン／北海道支部

アラムナイハウスから

From the Alumni House
シンガポール支部活動報告 
文：碇 知子（29 ID85）

シンガポールからは毎年、シンガポ

ール日本商工会議所（JCCI）の奨学

制度により、大学生1人が国際基督教

大学（ICU）へ1年間の留学に派遣さ

れています。

2025年8月1日には、今年度の奨

学生としてこれからICUへ留学する

Clareさ ん と、1年 間 の 留 学 を 終 え

て帰国したBenjaminさんを囲んで、

ICU交流会を開催しました。

当日は、1985年卒業の大先輩から、

2023年にICU高校を卒業したばかり

の現役大学生まで、幅広い世代のICU

関係者14人が集まりました。ICUで

の思い出話から、最新のシンガポール

事情、さらには留学生活のエピソード

まで、多彩な話題で会は大いに盛り上

がりました。

また、2025 年 12 月 1 日、ICU、ICU

高校の合同同窓会を開催し、13 人が

集まりました。ICU 卒業の佐藤敦夫

さん（40 ID96）と、そのお嬢さんで

ある佐藤優花さん（ICU 高校 2023 年

卒業）の親子参加、2 日前にシンガポ

ールに赴任したばかりのスイス人の

Berhard Escher さん（48 ID04）、シ

ンガポール日本商工会議所の奨学生と

して 2023-24 年に ICU に留学してい

た Sephie さんなど、年代も様々な方

たちが参加してくださいました。高校

の話、大学の話などいろいろと盛り上

がりました。

北カリフォルニア支部活動報告
文：藤田春菜（47 ID03）

北カリフォルニア支部では、2025

年9月14日に恒例の秋のBBQ同窓会

を開催しました。年2回の交流行事の

一つで、秋は上智大学ベイエリア同窓

会との合同開催が恒例となっています。

今年も同窓生とご家族を含め約40人

が参加し、サンフランシスコ湾沿いの

会場で秋空の下、楽しい時間を過ごし

ました。幹事はホットドッグに加え、

持ち寄られた肉や野菜の焼き仕事に大

忙し。日本・アジア系スーパーが充実

する当地ならではの、日本風焼肉や焼

き芋も炭火で振る舞われ好評でした。

北加支部はICU卒業生のみならずICU

高校の卒業生やOYRも集う多様なコ

ミュニティで、過去にはUCバークレ

ー、サンタクルーズ、ディビスへの現

役ICU留学生の生活立ち上げを支援し

た実績もあります。シリコンバレーら

しく、駐在や留学・研究で訪れる同窓

生との交流も盛んです。出張や旅行で

来訪される際はぜひお声がけください。

今後も大学本部との連携を深め、ベイ

エリア在住者として支援できる機会を

広げていきたいと考えています。

北海道支部活動報告
文：我孫子洋昌（39 ID95, G2000）

　去る2025年10月26日、ICU同窓会

北海道支部懇親会を札幌市内の飲食店

にて開催しました。当日は、大学から

岩切正一郎学長、広報・社会連携部長

の小瀧真利さん、同窓会事務局長の岸

本誠さんにもご出席いただきました。

古賀清敬さん（20 ID76）による乾

杯に続き、岩切学長からICUの成り立

ち、現在の状況そして将来に向けたビ

ジョンについてお話をいただきました。

しばらくキャンパスから離れている卒

業生にとってはICUの状況をアップデ

ートできた貴重な機会となりました。

今回の懇親会は、道内各地からの参

加者は13人と少し寂しいものでした

が、それでも初参加の方もいて、今年

も色んな近況報告やサークルや寮生活

といった学生時代のつながりを感じる

場となりました。小瀧さんからは学生

募集の状況や、ICU職員として長年お

勤めだった岸本さんからは思い出話も

あり、懐かしくも充実したひとときと

なりました。

懇親会の最後に、岩切学長から新著

のプレゼントがあり、今年から北海道

で社会人1年目をスタートしたばかり

の権田遥平さん（69 ID25）がジャン

ケン大会で優勝して、サイン入りの著

書を受け取りました。

2026年度も開催できるように、少

し準備を早めに始めようと思ってい

ますので、道内在住の卒業生の方で、

今回の懇親会の案内をご存じなかっ

たという方、またお知り合いの卒業

生が北海道で暮らしているという方

がいらっしゃいましたら、 hokkaido-

chapter@icualumni.comまで、ご連

絡ください。

あれから40年！卒業40周年記念
リユニオンを開催しました 
文：奥村尚子（29 ID85）

長かった猛暑が終わり急に肌寒くな
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池田英人（35 ID91）
深見淳（43 ID99）
田中智己（49 ID05）
金ボラム（55 ID11）
市村脩一郎（57 ID13）
木内萌乃（61 ID17）
野邊大樹（61 ID17）
鳴島歳紀（63 ID19）
動静をご存知の方は事務局までご一報く
ださい。

たずね人　Missing

齋藤顯一（17 ID73）
堀 元子（18 ID74）
PINS FACTORY
貴重なご寄付を賜り、誠にありがとうござ
います。

寄付者御芳名　Donors

訃報　Obituary
長谷川朝雄（1）
大塚弘毅（2）
川崎曻（7）
丸井秀弘（11）
梨元　實（17 ID73）
伊藤（旧姓：線﨑）百合子（39 ID95）
心よりお悔やみ申し上げます。

※ 自薦・他薦を問いません。
※ 推薦は年間を通して受け付け、毎年10月15日受け付け分までを選考対象として翌3月の
桜祭りで受賞者を表彰します。
※ 受賞者は同窓会ウェブサイトおよびアラムナイニュースで発表されます。 
※ 推薦および選考の過程については公開されません。
※ 歴代の受賞者は、ウェブサイトをご覧ください。
推薦方法　いずれかの方法でご推薦ください
1）同窓会ウェブサイト「DAY賞」のページ［推薦フォーム］をご利用ください。
https://www.icualumni.com/activities/day/

2）同ページより［推薦用紙PDF］をダウンロードし、
必要事項をご記入の上ICU同窓会事務局あてに郵送でお送りください。

3）メールに以下の必要事項を記載してICU同窓会事務局宛にお送りください。
①推薦したい方の氏名
②推薦したい方の卒業年あるいは在籍年（分かる範囲で）
③推薦理由：新聞記事などの客観的資料があればあわせてお送りください。
④あなた（推薦者）の氏名、卒業年または学生ID、住所、電話番号、メールアドレス

ICU同窓会事務局　〒181-8585東京都三鷹市大沢3-10-2
E-mail：icualumni.office@icu.ac.jp

― DAY賞候補者をご推薦ください ―

Distinguished Alumni of the Year（DAY）賞は、国際基督教大学に在籍したことのある方（卒

業生・留学生・教職員。ただし故人は対象外）の中から、大学および同窓会の知名度・魅力度

を高めることに貢献した方に対し、その功績を称えるために贈呈されます。皆様からのご推薦をお

待ち申し上げております。

1）　アラムナイニュースの電子版配信をご希望の方は、下記フォームからご登録をお願いいたしま

す。ご登録いただきますと、郵送でのお届けは行わずにメールで電子版をご案内いたします。

2）　2023年1月から、ICU同窓会員向けにメールマガジンによる情報発信を始めました。メールマ

ガジンが届いていない方は、メールアドレスのご登録がないか、古いアドレスが登録されている可

能性があります。ぜひこの機会に、下記フォームから最新のメールアドレスのご登録

をお願いいたします。

ご登録は、こちらのフォームからお願いいたします。（住所変更と共通のフォームです）

https://www.icualumni.com/to_alumni/register/

アラムナイニュース電子版のお申込み
同窓会メールマガジン配信先のご登録

事務局からのお知らせ
★ 広告募集 !

本誌では広告を募集しています。

フルサイズ６万円、ハーフサイズ

３万円で承っております。ご興味

のある方は、3 月号の掲載希望は

10 月までに、9 月号は 4 月までに、

詳細を事務局までお問合せくださ

い

★ 原稿をお寄せください !

期会、リユニオンなどの案内・報

告をお寄せください。本誌および

Web サイトに掲載いたします。

★住所変更について
住所・勤務先・氏名の変更の際は

メールまたは同窓会のWebサイト

の住所変更から、ご一報ください。

icualumni.office@icu.ac.jp

地方・海外にご転勤の際には支部

をご紹介いたします。同窓会事務

局までお問合せください。

★ ご協力をお願いします
大学の宣伝＝大学への支援という

考え方から、同窓生の著作、雑誌

インタビューなどには、略歴欄に

「国際基督教大学卒業」とお入れ

いただけますよう、お願い申し上

げます。

★同期会やリユニオンのご相談は．．．
同期への連絡、学内の施設予約、

ケータリング関連の情報提供な

ど、同窓会事務局がサポートしま

す（一部有料）。 久しぶりにキャ

ンパスで集いたいという気持ちが

芽生えたら、 お気軽にメールでご

連絡ください。

icualumni.office@icu.ac.jp

った土曜の午後（2025年11月8日）、

アラムナイハウスで開催したID85 ± 3

リユニオンには、一時帰国中の海外組

を含め80人が参加、食べて飲んで声

を嗄らして近況を語り合い久しぶりの

再会を楽しみました。厳選したケータ

リング、スイーツや飲み物は大好評、

じゃんけんゲームの景品にはICUワイ

ンも登場、片付けも皆で協力し、楽し

い余韻に浸りつつ夕暮れ時に散会とな

りました。 

体調不良などでやむなく欠席された

方、都合がつかなかった皆様、6年後

には「入学50周年」を祝う会を大学が

開催し、卒業50周年の年には同窓会

が主催する「桜祭り」に招待して頂け

るそうです。お互い健康に気を付けて

また元気にお会いしましょう。 

なお、参加費の残金31,685円は教

育施設の整備（本館）募金に寄付しま

した。本館内に設置される顕彰板に

は “Class of ID 85 40th Reunion”

という名称が刻まれる予定です。

同窓会ウェブサイトリニューアルの
お知らせ

このたび、同窓会のウェブサイトを、

より分かりやすく、見やすく、直感的

なデザインにリニューアルいたしまし

た。同窓生の皆様に向けて、イベント

やニュース、支部活動、同窓生からの

お知らせなど、同窓会や大学に関する

さまざまな情報を、より迅速かつわか

りやすくお届けしてまいります。ぜひ

新しいウェブサイトへアクセスしてご

覧ください。

https://www.icualumni.com/

同窓会オリジナルグッズに新たな 
アイテムが加わりました。 

好評の「同窓会ポロシャツ」に新色

が登場しました。深いネイビーに赤色

の同窓会エンブレム刺繍が映える、上

品で着やすい一着です。 

また、昨年9月のホームカミングよ

り、ICUマスコット「はちろう」グッ

ズの販売を開始しました。同窓会スカ

ーフを着けたはちろうぬいぐるみ、キ

ーチェーン、ピンバッジの3種類をご

用意しています。愛らしいはちろうを、

この機会にぜひお求めください。 

さらに、本館の改修工事の完了を記

念し、本館イラスト入りTシャツも販

売しています。胸元に本館のイラスト、

左袖に同窓会エンブレムをあしらっ

た、シックでおしゃれなデザインです。

グッズのご購入は、ICUアラムナイ

ショップ（https://shop.icualumni.

com/）より承っております。配送・

事務局受け取りのいずれもご利用いた

だけます。 

皆さまのご利用を心よりお待ちして

おります。 
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DAY賞 （Distinguished Alumni of the Year Award） 2026受賞者決定 ！

荻原 哲
OGIHARA, Satoshi（17 ID73）
理学科卒

荻原哲氏は大阪大学名誉教授として

細胞生物学の研究・教育に長く従事

し、学界において高い評価を得てき

た。2012年、大学と地域をつなぐ

文化の場として「ワンコイン市民コ

ンサート」を立ち上げ、月1回のク

ラシック公演を豊中キャンパスの大

阪大学会館講堂で継続している。学

生・教職員に加え広く日本全国から

聴衆が足を運び、現在では国内外の

優れた演奏家が出演を希望するまで

に成長した。学生団体との協働や

CD制作、演奏アーカイブ公開など

活動の幅を広げ、知を社会へ開く

「公共性」の実践を10年以上にわた

り重ねてきた。その科学と芸術を往

還する姿勢は、ICUのリベラルアー

ツ精神を体現するものである。

Satoshi Ogihara, Professor 
Emeritus at Osaka University, 
has made longstanding con-
tributions to the field of cell 
biology through his research 
and teaching. Alongside his 
academic career, he has de-
voted more than a decade to 
fostering cultural exchange 
between the university and 
the local community. In 2012, 
he founded the “One-Coin 
Concert for ALL,” a monthly 
classical music series held at 
Osaka University Hall. Origi-
nally conceived for students, 
faculty, and staff, the series 
now draws audiences from all 
across Japan, and has grown 
to the point where outstand-
ing performers from both 
home and abroad active-
ly seek to appear.　The initi-
ative has expanded through 
collaborations with student 
ensembles, the publication 
of performance archives, 
and the production of sever-
al concert CDs, deepening 
its presence both on and off 
campus. By opening the uni-
versity’s cultural resources to 
the wider public, Ogihara has 
cultivated a shared space in 
which academic inquiry and 
artistic expression coexist. 
His sustained commitment to 
creating an inclusive cultur-
al sphere exemplifies the val-
ues embodied in a liberal arts 
education and reflects ideals 
long upheld by International 
Christian University.

阿部菜穂子
ABE, Naoko（25 ID81）
社会科学科卒

1981年にICUを卒業後、毎日新聞

で初の女性政治記者として首相官邸

などを担当。2001年からは英国を

拠点にフリージャーナリスト兼作家

として日英両言語で執筆活動を続け、

活躍している。2016年に出版され

た著書『チェリー・イングラム――

日本の桜を救ったイギリス人』は、

第64回日本エッセイスト・クラブ

賞を受賞。2019年には英語版を執

筆・刊行。同書は8か国語に翻訳さ

れて多くの賞を受賞し、BBC「Book 

of the Week」にも選ばれた。この

本は、日本で絶滅した桜を里帰りさ

せたイギリス人園芸家、コリングウ

ッド・イングラムの伝記である。さ

ら に2024年 に はThe Martyr and 

the Red Kimonoを英語で出版。同

書を自身で翻訳した日本語版『アウ

シュビッツの聖人を追いかけて――

ある被爆者と桜守の物語』が2025

年夏、刊行された。この本は、戦前

に長崎で修道院を創設し、アウシュ

ビッツで殉教したポーランド人司祭

マキシミリアノ・コルベ神父、長崎

の被爆者、そして北海道の桜守、の

三人の物語を通して、平和の大切さ

を訴える内容である。第二次世界大

戦の記憶が薄れつつある中、「戦争

を二度と起こしてはならない」とい

う強いメッセージを伝えている。昨

年、ノーベル平和賞委員会に招かれ

てオスロを訪問し、フリードネス委

員長と面会。広島・長崎の原爆とそ

の影響について語った。

After graduating from ICU in 
1981, Naoko Abe worked as 
the first female political re-
porter for the Mainichi Shim-
bun, covering the prime min-
ister's office, among others. 
In the UK, where she moved 
in 2001, she became a free-
lance journalist and author, 
writing in both English and 
Japanese. Her 2016 Japa-
nese book, “'Cherry' Ingram, 
The Englishman Who Saved 
Japan's Blossoms”, won the 
prestigious Nihon Essay-
ist Club Award. She pub-
lished the English adaptation 
in 2019. It has been translat-
ed into eight languages, win-
ning numerous awards and 
being named BBC Book of 
the Week. The book is a bi-
ography of Collingwood In-
gram, an Englishman who 
successfully brought back 
cherry trees to Japan that 
were thought to have become 
extinct. In 2024, Abe pub-
lished “The Martyr and the 
Red Kimono” in English. She 
translated it into Japanese, 
which was published last 
year as “Chasing the Saint of 
Auschwitz: The Story of a Hi-
bakusha and a Sakuramori”. 
The book advocates for 
peace through the story of 

一之瀬ちひろ
ICHINOSE, Chihiro（42 ID98）
人文科学科卒

ICU卒業後、東京大学大学院に進学。

写真家として美術館やギャラリーで

精 力 的 に 作 品 を 発 表 し て い る。

2016年のZINE『日常と憲法』を契

機に、日常における「個」と「公」

の関係を探求する制作に取り組み、

2019年には個展「きみのせかいをつ

つむひかり（あるいは国家）につい

て」を開催。近年は、川内有緒氏の

著書『ロッコク・キッチン』（『群

像』連載、講談社刊）の写真を担当

し、本作が第35回Bunkamuraドゥ

マゴ文学賞を受賞した。震災から

13年を経た福島の人々の暮らしを

「食」を通して描いた本作は、静か

ながらも人間的な記録として高い評

価を得ている。大学院では映像作家

ジョナス・メカスを研究対象とし博

士論文を執筆、上映会や講演も行っ

ている。長年、ICU同窓会誌『アラ

ムナイニュース』の撮影も担当し、

同窓会活動にも貢献している。 

Born in Musashino, Tokyo, 
Chihiro Ichinose is a pho-
tographer whose work ex-
plores the relationship be-
tween the personal and the 
public in everyday life. After 
graduating from ICU, she pur-
sued graduate studies at the 
University of Tokyo. She has 
been actively exhibiting her 
work in museums and galler-
ies. Her 2016 ZINE “Daily Life 
and the Constitution” marked 
a turning point in her career, 
followed by the 2019 solo ex-
hibition “About the light (or 
a nation) around you”. Most 
recently, Ichinose provided 
the photographs for “Rokko-
ku Kitchen”, written by Ar-
io Kawauchi and serialized in 
“Gunzo” (Kodansha), which 
won the 35th Prix Des Deux 
Magots Bunkamura in 2025. 
Through depictions of every-
day life along Fukushima’s 
Route 6, her work has been 
highly praised for capturing 
the quiet resilience of people 
rebuilding after the disaster. 
Ichinose also contributes to 
the ICU Alumni Association, 
serving as a long-time pho-
tographer for ALUMNI NEWS.

笹島綾花
SASAJIMA, Ayaka（54 ID10）
社会科学科卒

WBSCソフトボール国際審判員。

中学の部活動でソフトボールを始め、

ICU在学中はソフトボール部に所属。

選手として活動するかたわら公式審

判員の資格を取得した。その後、審

判 員 と し て の キ ャ リ ア を 重 ね、

2017年国際審判員資格を取得。日

本国内最高峰のソフトボールトップ

リーグで審判員をつとめる一方、ア

メリカなど各国で開催された国際大

会に審判として派遣され、世界と日

本の審判文化の違いを身をもって経

験するなど、研鑽を積んだ。2021

年には東京オリンピックのソフトボ

ール競技公式審判員に日本代表審判

員3人のうちの1人として出場し学

生時代からの夢をかなえた。現在も

卒業以来勤務している医療機関での

業務を継続しながら、国際舞台で培

ったコミュニケーション力も活かし

世界に通用する国際審判員として日

本のトップリーグでの審判員を務め

ている。また、所属する小金井市ソ

フトボール連盟では審判長を務める

など地域活動への貢献も行っている。

WBSC (World Baseball Soft-
ball Confederation) Interna-
tional Softball Umpire. She 
began playing softball as a 
member of her junior high 
school club, and while study-
ing at ICU, she joined the uni-
versity’s softball team. Along-
side her activities as a player, 
she obtained certification 
as an official umpire. Build-
ing her career step by step, 
she later earned the qualifi-
cation of international um-
pire in 2017. In Japan, she 
has served as the umpire 
at the nation’s highest-lev-
el softball top league games. 
Internationally, she was dis-
patched to tournaments held 
in countries such as the Unit-
ed States, where she gained 
firsthand experience of the 
differences between Jap-
anese and global umpiring 
cultures, further honing her 
skills. In 2021, she fulfilled 
her long-held dream by serv-
ing as one of only three Japa-
nese representatives selected 
as official softball umpires for 
the Tokyo Olympic Games. 
Currently, while continuing 
her work at the medical in-
stitution where she has been 
employed since graduation, 
she also officiates in Japan’s 
softball top league as an in-
ternationally recognized um-
pire, applying the communi-
cation skills she cultivated on 
the global stage. In addition, 
she contributes to her lo-
cal community as an umpire 
chief of Koganei softball fed-
eration.

檀一平太
DAN, Ippeita（37 ID93）
理学科卒

皆川泰代
MINAGAWA, Yasuyo（37 ID93）
語学科卒

佐藤大樹
SATO, Hiroki（41 ID97）
教育学科卒

3人は、機能的近赤外分光法（fNIRS 

:  f u n c t i o n a l  N e a r - I n f r a r e d 

Spectroscopy）と呼ばれる、近赤

外光を用いて脳の活動を測定する認

知脳科学の計測手法に創成期から

25年以上にわたって関わってきた。

fNIRSを用いた脳科学研究の発展に

大きく貢献し、3人とも国際fNIRS

学会の理事（Board of Directors）

にアジア・オセアニア代表として選

出されている。 fNIRSは乳幼児を

含む幅広い層に対して、また運動時

などにも計測が可能という利点があ

り、認知科学や医学分野など幅広い

場面で国際的に用いられている。 

認知脳科学を軸としながらも3人の

アプローチはそれぞれ異なり、皆川

泰代は慶應義塾大学文学部、檀一平

太は中央大学理工学部、佐藤大樹は

芝浦工業大学システム理工学部でそ

れぞれ現在教授を務め、研究にあた

っている。

The three researchers, Yas-
uyo Minagawa, Ippeita Dan 
and Hiroki Sato, have been 
involved in functional Near-In-
frared Spectroscopy (fNIRS), 
a cognitive neuroscience 
measurement technique that 
uses near-infrared light to 
measure brain activity, for 
over 25 years since its incep-
tion, and have made signifi-
cant contributions to the de-
velopment of this method and 
neuroscience research us-
ing it. They were also elect-
ed to the Board of Directors 
of the International Socie-
ty for fNIRS as Asia-Oceania 
representatives. This method 
has the advantage of being 
able to measure a wide range 
of populations, including in-
fants, and even during exer-
cise, and is used internation-
ally in a wide range of fields, 
including cognitive science 
and medicine. While their 
core research is cognitive 
neuroscience, the three re-
searchers each have different 
approaches. Yasuyo Minaga-
wa is currently a professor at 
Keio University's Faculty of 
Letters, Ippeita Dan at Chuo 
University's Faculty of Sci-
ence and Technology, and Hi-
roki Sato at Shibaura Insti-
tute of Technology's School 
of Systems Engineering and 
Science.

「fNIRS（機能的近赤外分光法）
研究の推進者」グループ受賞

three people: a Polish priest, 
Father Maximilian Kolbe, who 
founded a monastery in Naga-
saki before the war and was 
killed in Auschwitz; a Nagasa-
ki atomic bomb survivor; and a 
Hokkaido cherry tree creator. 
The book conveys the mes-
sage that war must never hap-
pen again as memories of the 
Second World War fade. Abe 
was invited to Oslo last year to 
talk to the chairman of the No-
bel Peace Prize committee, 
Jørgen Frydnes, about the Hi-
roshima and Nagasaki atomic 
bombings and their aftermath.

photo Mari Matsushima
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文：桜祭り実行委員長　吉澤洋（33 ID89）

Sakura Festival on Saturday, March 21, 2026

●Date & Time:  March 21, 2026 (Sat) from 13:00 (Doors open at 12:30)
●Program: 
Part 1: General Assembly, DAY Award ceremony, 50th Anniversary Graduation Ceremony at 
University Chapel
Part 2: Alumni Tea Party: at University Dining Hall, from 15:00
●Fee: 
Part 1: no charge
Part 2: adult: JPY3000, university, junior/high school students: JPY1,000, elementary school 
students or younger: free of charge

on Saturday

3月21日

今年第21回を数える同窓会「桜祭り」は、同窓会年次総会、DAY賞表彰式※、卒業50周年記念式典など、年に一度の総合イベントです。
卒業50周年記念式典では20期生をお迎えします。是非ともご参集くださいますようお願い申し上げます。

●開催日：2026年３月21日（土）開始13：00（開場12：30）
●対象：全同窓会会員
●プログラム／会場：
第1部：同窓会総会、DAY賞表彰式、卒業50周年記念式典　於：大学礼拝堂
第2部：懇親会（茶会）　15：00頃を予定　於：大学食堂　
●参加費：
第1部　無料
第2部　卒業生／成人：3000円、ICU在学生：1000円、同伴中高大学生：1000円、小学生以下：無料

●要参加申し込み：ご出欠（現地参加および配信視聴）は以下の出欠フォームからお知らせください。
申し込み締切：３月11日（水）

※20期生（ID76）及び 2025年夏季ご卒業及び2026年春季＆夏季ご卒業予定の皆様は、懇親会に「無料ご招待」いたします。

https://forms.gle/a3uFKDN4qWp6CR5L9

総会の様子は同時配信されます。映像は一方通行で視聴のみになりますので、総会の議決への参加をご希望の方は委任状をご提出下さい
（下記　「出欠連絡の項目」　最後行を参照）。
※卒業50周年の20期生の皆様は別途お送りするご案内状からお申込みください。
※プログラムに変更が生じる可能性がございます。詳細は、同窓会Webサイトをご確認ください。https://www.icualumni.com/

メールまたは郵送での出欠連絡の場合は以下の項目を明記してください。
＊出席者氏名と Name (in alphabet）（必須）
＊期 / 卒業年 /ID 最初の2桁（必須）
＊卒業時の姓（現在と異なる場合）
＊連絡先（必須）
＊総会への出欠（必須）
＊懇親会への出欠と同伴者情報（必須）
＊総会で議決権を他の会員に委任する場合、委任する会員氏名と卒業年（空欄時は会長に一任といたします）

※ DAY 賞：Distinguished Alumni of the Year Award

Note: Please submit the attendance form below if you are going to participate or make a proxy vote.
Due: March 11 (Wed)

The Alumni Association’s “Sakura Festival” is a comprehensive annual event, comprising the annual General Assembly, 
the Distinguished Alumni of the Year Award, and a semicentennial celebration of graduation, which the class of 1976 is invited this year. 

※The class of 1976 and graduates of Summer 2025 and prospective graduates of Spring&Summer 2026 are free of charge.
Part１will be live-streamed. The streaming is one way and viewers are not able to vote in polls.  Those who would like to make a vote should 
submit a proxy in advance. (See the attendance form.) 

※If you are class of 1976, please register from URL noted in your invitation.
※Please check the Alumni Association website for changes and details. https://www.icualumni.com/

Contact:
ICU Alumni Association Office　icualumni.office@icu.ac.jp

＜お問合せ＞
ICU 同窓会事務局　icualumni.office@icu.ac.jp
TEL　0422-33-3320（平日10:00〜11:45、12:45〜17:00）
〒181-8585　東京都三鷹市大沢3-10-2　
国際基督教大学　アラムナイハウス2F

photo Mari Matsushima

https://forms.gle/a3uFKDN4qWp6CR5L9

2026年3月21日（土）開催　
桜祭りのお知らせ
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■大学・同窓会に関する情報が満載です。

ぜひ一度ご覧ください。

同窓会Webサイト　

https://www.icualumni.com/

同窓会 Facebook

https://www.facebook.com/icualumniassociation

同窓会 Instagram

https://www.instagram.com/icualumniassociation/

大学 Web サイト　https://www.icu.ac.jp/

JICUFWeb サイト　https://www.jicuf.org/

■ ICU 同窓会事務局

〒 181-8585 東京都三鷹市大沢 3-10-2

TEL：0422-33-3320

Email：aaoffice@icualumni.com

ご意見・ご感想をお気軽に

アラムナイニュースは、同窓生のみ

なさまのために制作しているものです。

今後の制作の参考にしますので、ご意

見・ご感想、企画や人物の紹介等があ

る方は、メールにてお気軽に事務局ま

でお知らせください。

icualumni.office@icu.ac.jp

アラムナイニュース編集部員募集

あなたの経験をANに生かしてみま

せんか？企画、取材、執筆、撮影、編

集進行等を一緒にやって頂ける方を大

募集中です。もちろん未経験でも可。

最初は一緒に取材などを行いながら編

集のプロから直接技術を学べますし、

3年ぐらいやれば、一通り編集の基本

が身に付きます。もちろん、現役の学

生さんも大歓迎です。興味のある方は、

同窓会事務局へメールでご連絡くださ

い。

※If you are class of 1976, please register from URL noted in your invitation.
※Please check the Alumni Association website for changes and details. https://www.icualumni.com/




